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本シンポジウムは、水内俊雄を研究代表とする、科学研究費基盤研究（B）「排除 

から包摂をめざしたホームレスの中間居住施設と地域定着事業の支援体系構築」 にお 

いて、地方都市で開催しながら、それぞれの地方都市のホームレス支援状況を知り、 

新たな支援の仕組みを学び、 ともに創り出す企画として、 徳島市でおこなったもので 

ある。都市研究プラザの第 3 ユニット（社会包摂）の基幹プログラムがホームレス 

支援活動への大学の参与であり、 今までの人的ネットワークを動員しての企画となっ 

た。本企画は、このシンポジウムをはさみ、徳島市のホームレス支援団体との現場で 

交流が組まれ、 野宿現場や支援現場での聞き取り、 および地元ホームレス支援団体と 

の宿泊交流会も合わせて行われた。
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■0 
シンポジウムの主旨 

新しい自立化支援塾 代表 森本初代 

司会： 

みなさん、こんにちは。本日、様々なイベント、 

特に今日、あの、お話しによりますと、小松島とか 

阿南とか、 他にもそういった人権の関係のイベント 

とか、 さまざまそういうフォーラムのようなものが 

あると思いますが、 そういうなかにもかかわりまし 

て、 多数の方のご来場、 誠にありがとうございます。 

本日司会進行を担当させていただきます、「新しい 

自立化支援塾」 で事務局のほうをさせていただいて 

ます、大西範幸です、よろしくお願いします。何分 

にも、不慣れな点がありますので、ま、多々あると 

思いますので、あの、ご容赦のほど、よろしくお願 

いしたいと思います。 この会のほうは、 前にもあり 

ます、「ホームレス問題を考る人権フォーラム」と 

いうことで、昨年に引き続きまして、同フォーラム 

のほう、開催させていただきます。はじめに、主催 

者を代表いたしまして、同、「新しい自立化支援塾」 

の代表でもあります、 森本初代より開催に先立った、 

一言、ご挨拶をさせていただきます。 

森本： 

みなさん、こんにちは。「新しい自立化支援塾」 

の代表をしております、森本初代と申します。 どう 

ぞよろしくお願いいたします。 

本日のフォーラムは「新しい自立化支援塾」が、 

県からの委託により、 みんなの人権啓発推進しよう 

と、 フレア徳島のご講座、 共催させていただきます。 

今回主催の 「新しい自立化支援塾」 の紹介を少し 

させていただきます。現在会員 24 名、ボランティ 

ア若干名で構成している組織です。 病気、 リストラ、 

解雇により、生活困窮に陥ったひと、借金問題の解 

決手法がわからず、 自殺を考て連絡をしてくるよう 

な方、刑を終、社会復帰したにもかかわらず、お金 

がなくて、行き場のないひと、若年層で、家族から 

のトラブルにより、 帰る場所がなく保護したひとた 

ち、 さまざまな理由のひとたちが、 手助けを必要と 

されています。 少ない資源を元に、 個々の実情に応 

じた支援活動をしておるのが、「新しい自立化支援 

塾」です。 

本日は 「ホームレス問題を考るフォーラム」とな 

っておりますが、ホームレス問題は決して、都会だ 

けの問題ではないのです。 排除のない、 みんなが支 

あう、 そんな社会づくりができればという思いから、 

今回実施させていただきました。 日ごろの活動が今 

までになく、超多忙で時間がなく、 十分なことがで 

きませんでした。みなさまには、色んなご迷惑、ご 

心配をおかけすることがあるかと思いますが、 最後 

まで一生懸命がんばりたいと思います。少しでも、 

お耳を傾けていただければと思っております。 本日 

はどうもありがとうございました。 

司会： 

それでは、 本日のフォーラムのほうに入らさせて 

いただきたいと思います。 最初にレジュメのほうに 

あります、レジュメのほう、1 ページをめくってい 

ただきますと、本日の日程ということで、若干、あ 

の、 最初に流れのほう、 説明させていただきたいと 

思います。 

この後、 大分市にあります、「一般社団法人自立・ 

生活サポートセンターこんぱす」 の垣田裕介さんよ 

り、「地方都市からの発信」と題しました、基調講 

演をお願いいたしております。 その後、 引き続きま 

して、 基調講演を受けたかたちでのパネルディスカ 

ッション、 と、 もうすでに登壇していただいており 

ますが、大阪市立大学の水内教授さま、 大阪府立大 

学の中山教授さま、 大阪市立大学の堤圭史郎特別研 

究員、そして同支援塾の森本初代、それと、基調講 

演をいただきました垣田さまには、 アドバイザーと 

して、引き続き、パネルディスカッションのほうに 

参加いただきます。それと、コーディネーターとい 

たしまして、社団法人徳島県労働福祉協会、会長、 

久積？？さまにお願いいたしております。閉会を 

16 時 30 分とさせていただきますが、途中まぁ、進 

行にもよりますが、基調講演の後には、若干、休憩 

も取りたいと思いますが、3 時間という長丁場にな 

るということがまぁ予定されております。 

それでは、 まず演題の 1 題目の基調講演に移りた 

いと思います。 若干、垣田さまのプロフィールのほ 

う、 お手元の資料、 3 ページをご覧ください。 若干、 

ご紹介させていただきます。 垣田さまにおかれまし 

ては、1976 年に大阪府堺市にお生まれになられま 

した。その後、同志社大学を卒業され、大阪府立大 

学の大学院で社会福祉を研究されたのちに、 大分大 

学の福祉社会科学研究科において、 准教授として着 

任されております。 で、 現在の 「一般社団法人自立・ 

生活サポートセンターこんぱす」 の副代表としての 

活動もされております。 主な著書 （分担執筆） に 『グ
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ローカル化する経済と社会』 ミネルヴァ書房や、『欧 

米のホームレス問題』 法律文化社などが書籍として 

あります。 その他に、反貧困ネットワーク大分副代 

表も歴任されております。それでは、垣田先生、ご 

講演のほうよろしくお願いします。 

■１ 
地方都市からの発信～生活 

困窮者を支る地域の輪とは 

～ 一般社団法人 自立生 

活サポートセンターこんぱす副代表、大分大学福 

祉社会科学研究科准教授 垣田裕介 

［使用パワーポイントは、39～48 頁に掲載］ 

みなさん、こんにちは、あの、大分からやってき 

ました、自立生活サポートセンター「こんぱす」の 

垣田と申します。よろしくお願いします。 

あの、 前のスクリーンを見ながら聞いていただき 

たいので、 座ってお話しさせていただきます。 失礼 

します。私、のちほど、自己紹介、今も簡単にして 

いただきましたけれども、 大阪で生まれ育ったんで 

すけれども、徳島に寄せていただくのは、今回がま 

だ 2 度目でございまして、1 度目というのは、数年 

前に結婚するときにですね、 妻の祖父母が徳島の阿 

南におりまして、そこへ、徳島の妻の祖父母へ挨拶 

に伺うっていうっていうときに、 はじめて徳島に寄 

せていただきました。 そのときは大変緊張しており 

ましたので、 徳島がどういうところかどうかってい 

うことも、思い出もそんなになくてですね、で、昨 

日徳島に寄せていただきまして、 徳島の海の幸をい 

ただいたり、眉山にはじめて登ってですね、徳島市 

を眺めさしてもらって、 ああすごいきれいなところ 

やなっていうふうなことで、 晩は徳島ラーメンをい 

ただいて、 そして、 今朝を迎たというふうなことで 

ございます。 

今回、私から 40 分ほどお時間いただいてお話し 

させていただきますけれども、 大きく 2 つの柱で講 

演の中身を用意させていただいております。 ひとつ 

めは、私がこの 1 年近くですね、大分市でホームレ 

スの支援活動をしております。その活動を通して、 

地方都市、大分市のホームレスの実態、、そして、 

支援するうでの課題、 これをみなさんに聞いていた 

だきたいと思っております。なかには、 大分市と徳 

島市、同じ、地方都市という言葉でくくられる地域 

ですので、 徳島と似た、 非常に共通した部分もあろ 

うかというふうなことを、考ております。 

2 つ目のテーマ、スクリーン下のほうですけれど 

も、まぁ、そうしたホームレスの実態、そして、支 

援するうでの課題、そういうことを踏またうで、、 

生活困窮者、生活に困っているひとたち、貧困の状 

態にあるひとたちを支る地域の輪というものは、 ど 

ういうものなのかっていうことを、 私から提起させ 

ていただきたいというふうに考ております。 

で、私は普段、私はこの講演で、ホームレスとい 

う言葉を使う場合には、 それは何を指しているのか 

というところを、 はじめに説明させていただきたい 

と思っております。 スクリーンに出させていただい 

ているように、 日本で、 ホームレス自立支援法と呼 

ばれている法律が 2002 年にできていますが、そこ 

では、ホームレスという言葉を使って、、何が指さ 

れているかというと、 駅や公園で寝泊りしている野 

宿生活者のことを指して、 日本ではホームレスとい 

う言葉が、公式的に使われるようになっています。 

ホームレスイコール、 野宿生活者ということですね。 

みなさんの多くも、そういうふうなイメージで、ホ 

ームレスという言葉を捉えておられる方多いと思 

います。 

ただ、しかし、この報告、もしくは、アメリカ、 

イギリス、ドイツ、フランスなどの欧米諸国では、 

ホームレスという言葉の使われ方は、 もう少し広く、 

だいぶ広い定義を、定義をされています。つまり、 

ホームレスと言った場合には、 駅や公園で野宿して 

いるひとたち、 それに加えてですね、不安定な居住 

状態にあるひとたちも、含めて、私のこの講演、そ 

れから欧米諸国ではホームレスというふうに呼ば 

れています。 

で、そのように、ホームレスという言葉を、広い 

意味合いで使うことの意味はどういうことかと申 

しますと、 つまりは、このスクリーンの下の方に書 

いてあるように、野宿の、現に野宿しているひとた 

ちだけを視野に入れるんじゃなくて、 もうすぐ野宿 

に落ちそうだというひと、ほおっておけば、すぐ、 

来週、来月にはもう、野宿に陥ってしまいそうな、 

野宿に至るリスクを抱えているひとたちまで、 その 

予防にまで、 視野を広げることができるというふう 

な意味合いを含めています。例えば、ホームレスと 

いう言葉を、 ここでお示しいたしておりますように、 

広い意味合いで捉ると、 こういうひとたちの支援も 

対象のなかに入ってきます。つまり、派遣切りに遭 

った、首を、会社から首を切られて、今月中に寮を
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出ていってくださいよと、 そういうひとたちも、こ 

の講演ではホームレスと呼びますし、 欧米諸国では 

こういったひとたちをホームレスというふうに呼 

ばれています。 なぜかというと、今月中に寮から出 

ていってくださいよというひとたち、 そういう状態 

を指してですね、とてもじゃないけど、 安心して居 

住できている、 安心して住んでいられるとは言ない 

からなんですね。で、そういうひとたちのことも、 

欧米諸国ではホームレスと呼ばれています。 

次に、家賃滞納している、電気代滞納している、 

もう電気も止められている、 そうして滞納していて、 

生活に困っているひとたち、 こういう方もホームレ 

スと呼びます。 

最後に DV、 ドメスティックバイオレンスですね、 

家のなかで、家族、配偶者から暴力を受けていて、 

とても安心して居住できていない方、 そういう方も 

ホームレスというふうに、あの、この講演では、呼 

ぶということにしております。 

用語の定義として、 地方都市という言葉が、 今回、 

私の講演でも、 のちほどのパネルディスカッション 

でもキーワードになりますが、 つまりは東京や大阪 

のような大都市でもなく、 そして福岡や札幌のよう 

な政令指定都市でもない、 日本のほぼ日本の多くの 

都市は地方都市ということになってしまうんです 

けれども、 その特徴は、 ホームレス対策の自治体独 

自の対策がなかったり、 ホームレス支援をするとき 

に使える施設やサービスがなかったり、 そういった 

ことが地方都市の特徴のひとつになっております。 

言葉の説明、 ホームレスっていう言葉と地方都市 

っていう言葉を説明させていただきましたが、 さき 

ほど、私の紹介を司会の方、していただきましたけ 

れども、 大阪で生まれ育って、 本業は、 私は右上に、 

ロゴを出しておりますように、 大学の教員っていう 

のが本業なんですけれども、2006 年から大分市内 

のホームレスの夜回りのボランティア、 駅とか公園 

にこちらから出向いて、あの、 食事や衣類を届ける 

というような、 そういうボランティアに関わってま 

いりました。そして、昨年 12 月に、もう一歩踏み 

込んだ支援活動をしたいということで、 そういうふ 

うな仲間と呼びかけあって、「こんぱす」という団 

体を作りました。 

はじめに、私が所属しております「こんぱす」と 

いうの、あの、活動内容について、ごく簡単に説明 

させてください。一般社団法人という法人格を、今 

年の 3 月に取得しております。まぁ、イメージから 

すれば NPO 法人とさして変わりはない、あんまり 

語弊はないと思いますけれども、ただ、 ボランティ 

ア団体としてスタートした「こんぱす」が今年の 3 

月に、法人格を取得いたしました。 現在のメンバー 

は、たった 6 人でございまして、それもみんな本業 

が別にあるというかたちで、非常勤で 6 名です。 

ただ、しかし、重要なのは、うちの「こんぱす」 

のメンバーの場合には、社会福祉の専門家、特に、 

社会福祉士という資格を持った方、 精神保健福祉士 

という資格、 そして私の専攻も福祉ということにな 

っておりますし、介護・福祉関係の地域包括センタ 

ーというところでお勤めの方もおられます。 それか 

ら、 うちの特徴は弁護士も、メンバーに入ってもら 

っているというふうな、福祉や心理、それから法律 

の専門家が非常勤でやっている団体ということに 

なります。 

まぁ、そういうメンバーで、大分のホームレスを 

なんとか減らしたい、なくしたいっていうふうな、 

思いを共有できるような仲間と呼びかけあって、 こ 

の「こんぱす」という団体を作ったわけです。そし 

て、今年に法人化をして、じゃあ、お金をどやって 

まかなっているんだというところは、 私どもの団体 

というのは、全国的にみてもですね、こういう民間 

の支援団体の活動、大分は非常に遅れました。 出遅 

れていたんで、 先輩方と言いますか、よその地域の 

団体の、財政ですね、お金をどういうふうに工面す 

るか、人件費、 どうやって出していくかっていうこ 

とを参考にさしてもらいながら、 結局は会費を集め 

たり、カンパをいただいたり、それから、厚生労働 

省から補助金をいただいたりというふうなことで、 

まかなっております。 

今日、新聞記事を一緒に、冊子のほうに綴じてい 

ただいております。ページ数で言いますと、通し番 

号がふっていないんですが、1 ページっていうふう 

に書いているのかな、 私の資料のシリーズの一番最 

後のほうに、 新聞記事を載せていただいております。 

そのなかで、我々の「こんぱす」が法人化した記事 

を載せていただいています。1 ページっていうふう 

に番号ふっていただいておりますけれど、「救え、 

社会からの孤立」 っていう見出しを書いている新聞 

記事です。ここの左下に、この記事を載せたのは、 

みなさんに私たち 「こんぱす」 の活動を知っていた 

だきたいということもありますけれど、 左下の方に 

ですね、私たちはこういうふうに、 賛助会員ってい 

うふうな仕組みを作っておりますので、 またみなさ 

んよろしかったら、参考にしていただいて、会員に 

なっていただけると助かりますというふうな宣伝 

もしていいんですかね？いいんですね。はい、 とい 

うふうなことで、 新聞記事も紹介させていただきま 

した。 

「こんぱす」の活動の内容の紹介としては、最後
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になりますけれど、まぁ、我々がやっていることを 

一言で言うと、「脱野宿」、野宿から脱出する、野宿 

から脱却する、 ことの支援、あるいは野宿を予防す 

る、 そういうふうな支援活動を行っております。関 

連している記事は、 先ほどの新聞記事の前あたりに 

付けさせていただいておりますので、 またご覧くだ 

さい。 

そして具体的な活動の内容は、 大きくは 3 つに分 

かれます。ひとつめは「アウトリーチ」っていうふ 

うに言うんですけれど、「リーチ」って、よく、ボ 

クシングで「リーチが長い、短い」っていうふうに 

ありますけれども、 手をですね、「アウト」 つまり、 

外のほうに手を伸ばす、 要は、 夜回りなどを通して、 

野宿しているひとたち、 生活に困っているひとたち 

がいる現場に我々が出向いて行って、 そして、 当事 

者と出会う接点を確保するというふうな活動を、 

我々は夜回りを通して、定期的に行っております。 

2 つめには、この写真で書いてあるのはちっちゃ 

な事務所なんですけれども、 週に 1 回、 無料の相談 

会をしております。ここに、夜回りで出会ったおじ 

さん、おばさん、おじいちゃん、おばあちゃんを捕 

まて、週に 1 回、相談会をやっているので、ここに 

来てもらませんかというふうに、お呼びをして、こ 

こで相談にのって、ここから歩いて 10 分ぐらいの 

ところに市役所がありますので、 生活保護の申請を 

一緒に行ったりだとか、 病院に一緒に付き添って行 

ったり、 そういうふうな定期的な活動を行っていま 

す。

3 つめは、今日、私、呼んでいただいたのもそう 

ですし、講演会やあるいは「こんぱすセミナー」と 

いって、地域のひとたちにホームレスのこととか、 

生活保護のこととかをよりいっそう、 よく知ってい 

ただこうというふうな主旨で、 そういう催しものも 

企画しております。 

今後の計画なんですけれども、私たち、あの、ホ 

ームレスの方に住んでいただける、 施設を持ってい 

ませんので、どこかのアパートや一軒家を借りて、 

そこにすぐにでも、 野宿をしている方たちに入って 

いただけるような、 そういうスペースを確保したい 

というふうなことを計画しております。 それと共に、 

一番下に書いてあるんですけれども、 どうしても生 

活に困ったひとたちの家族、 お子さんの状態とかみ 

てましても、すごくその、勉強どころじゃない家庭 

環境の方が結構少なくないことがわかってきたん 

ですね。ので、 そういうふうな家庭の小中学生を集 

めて、 塾のボランティアみたいなことをやろうじゃ 

ないかってことを 「こんぱす」 のメンバーのなかで、 

企画をしたりしております。 

まぁ、要はこういうふうな野宿から脱出する、 あ 

るいは野宿を予防するような支援活動をしている 

のが、我 「々こんぱす」の活動内容だということで 

ございます。 以上が、 少し長くなったんですけれど、 

前段なんですね。 

これからひとつめの柱、 大分市のホームレスの実 

態をみなさんにみていただきたいというふうに思 

っております。写真でお示ししておりますように、 

左っ側、これ、大分市内の公園なんですね。こうい 

うふうに、 大分市内の野宿生活者っていうのは、見 

た目はこういうかたちをとっています。 テントを張 

っているわけじゃなくてですね、 船の上に住んでい 

るのはもちろんなくてですね、 こういうふうなかた 

ちで公園で寝ていらっしゃる。 

この方、当時 76 歳、今は野宿されていないんで 

すけれど、こういうかたちの方。それから右っ側、 

大分川なんですけれども、 河川敷に車を止めて、お 

母さんと娘さんが車上生活をされていた、娘さん、 

まだ 19 歳だったというふうな、そういう野宿の形 

態が大分では多くなっております。 

私が普段、 ホームレスの調査をしたり、 支援をし 

たりしているフィールド、 大分市の人口とそれから、 

徳島市の人口なんかを見てみますと、大分市は 46 

万人の人口なんですね。徳島市は約 27 万人、それ 

に比べて、後から話しで出てくるような、大阪市、 

堺市っていうのは、 人口が比べ物にならないくらい、 

おっきいんですけれども、 注目していただきたいの 

は、野宿生活者の数なんですね。これ、厚生労働省 

の公式発表によると、全国で野宿生活者数は、1 万 

5000 人あまりということになっております。その 

なかで、大分市は 23 人というふうに自治体はカウ 

ントをしておりました。大阪、堺はこのような、ま 

だ随分多い数になっているということです。 

ただ、しかし、今、公式発表の数字と申しました 

けれど、 スライドのタイトルにも書いてありますよ 

うに、 そもそも野宿生活者数を把握するっていうの 

は、結構、大変難しいっていうことを、私は思い知 

りました。 野宿生活者の調査とか支援ということを、 

大阪で大学院で勉強しているときに、 やってきまし 

たので、大分市に仕事で行ったときに、 大分市のホ 

ームレスのことを調査したり研究したりしようと 

考ていた私だったんですけれども、まずは、大分市 

の野宿者数が何人いるのか数てみようと思い立っ 

たんですね。そうすると、すぐ頓挫いたしました。 

どこにいるのかわからなかったんですね。 駅に昼間 

行っても、これ、右が駅の構内、もちろん大分で一 

番大きな、JR の駅なんですけれども、待ち合いの 

椅子に座っているひとたちは一般のひとたちなん
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で、これが、実は、夜の 1 時、2 時になると、野宿 

しているひとたちが、ここで、あの、寝泊りされる 

ってことが後になるとわかるんですけれども、 昼間、 

こういうふうに一般の方しかおられない。 

そして、左っ側も、 これは大分県庁の真横の公園 

なんですけれども、 このように寝ているおっちゃん 

がいるんだけれども、実際にこの 72 歳のおじいち 

ゃんは野宿者だったんですけれども、 パッと見た目 

では野宿者なのかどうわからない、まぁ、声をかけ 

ればわかるわけですけれども、 そういったかたちで、 

どこに彼らがいるのかわからない、 というようなこ 

とが、大分市をはじめとする、 地方都市のひとつの 

特徴なのかもしれないと考えています。 テントや小 

屋掛けが設置されていないような、 野宿生活を行わ 

れている方が多いので、 存在の把握が困難だという 

ことです。 

野宿生活者を把握するのは大変難しい 2 つめと 

して、厚生労働省、まぁ、大分市が今年の 1 月、大 

分市の野宿生活者を数たところ、23 人いるという 

ふうな発表をしています。 その一方で、 私が昨年の 

8 月から、今年の 8 月まで、ずーっと、支援とか夜 

回りで出会ったおじさんたちの数を数えていると、 

56 人にのぼりました。倍以上なんですね、行政が 

数えたのと倍以上。これは、私ががんばって、本気 

で数えたってだけのことではなくてですね、 支援活 

動を通して、 野宿生活者やホームレスの方たちと出 

会うきっかけを得られて、 そして、 彼らの存在を把 

握することができた、 もっと言えば、彼らの存在が 

見るようなってきた、 ということがわかってまいり 

ました。 

そこで、 私がこれから簡単に紹介させていただく、 

大分市のホームレスの実態です。 その調査の方法と 

しまして、 今申し上げていましたように、夜回りで 

すとか、それから「こんぱす」でやっている生活保 

護の利用支援、 そういった支援活動に携わるなかで、 

彼らの相談を受け、 彼らをどういうふうに支援して 

いこうかと、そういう日々の活動のなかで、彼らと 

継続的に関わりながら、 彼らのことを聞き取ってき 

ました。 その中身をこれからお話しさせていただき 

ます。1 年間、そういう、1 年間のデータをまとめ 

て整理したものを、みなさんの前で、今日はお示し 

したいというふうに思います。 

調査の対象は、大分市内の、1 年間で出会った、 

81 人のホームレスの方の実態をご紹介します。そ 

のうち、81 人のうち、野宿をされている方が、56 

人、そして、残りの 25 人は、野宿はしていないん 

だけれども、今月中に寮を追い出されるとか、 すぐ 

にでもアパートを出ていってくれと言われている 

という広い意味でのホームレスの方々です。 

まず、 大分市内で野宿生活をされている方につい 

て、 どのくらいの間野宿されているのかっていう野 

宿期間を聞いてみますと、 この半年以内に野宿を始 

めた方が約 6 割おられるんですね。そして、この 1 

年以内に始めたよっていうひとだけでくくってみ 

ると、7 割にのぼるということなんです。つまり、 

このことは、つまり、この半年や 1 年で、大分市の 

ホームレスがどっと増えた、 もしくはどっと見るよ 

うになってきたということです。非常に、野宿をし 

て日が浅い方が非常に多いということなんですね。 

下半分を見ていただきますと、 これはやはり聞き 

取っていきますと、 昨年以来の日本を騒がしており 

ます、派遣切り、雇い止め、この影響が非常に大き 

いです。特に大分は、九州のなかで、まぁ、福岡、 

熊本、 鹿児島っていう大分よりおっきい都市がたく 

さんあるんですけれども、 九州のなかで大分市って 

いうのは、派遣切りの数がもっとも多い県でした。 

っていうのは、大分Ｃanon があり、東芝があり、 

ダイハツがあり、トヨタがあり、日産がありってい 

うような派遣を使っている工場が非常に多いのが 

大分の特徴なんですね。そこで首を切られた方が、 

アパートや寮を失って、野宿をするようになった、 

それもこの半年や 1 年の話しっていうふうなかた 

ちです。派遣切りで失業した 18 人の方のうち、17 

人はこの 1 年以内で野宿を始めている。 どこにも居 

場所がなかったということがわかっています。 この 

ように、野宿期間の特徴が見てきました。 

次に、彼らが日ごろ、どういう生活を送っている 

んだろう、 何でご飯を食べているんだろうってこと 

を調べてみますと、 仕事をしているひとが異様に少 

ないのが、 大阪にいたときの経験と比べて、少し驚 

きでした。 あの、アルミ缶などを集めている方って 

いうのは、 大分では見ることがほとんどありません。 

仕事をせずに、 じゃあ、 どうやって食べているんだ 

っていうと、 パン屋の売れ残りのゴミをこっそりも 

らってくる、あるいは、 駅でひとがお弁当をくれた 

とか、それから後ほど触れますけれども、もうやむ 

を得ず、 万引きに走ってしまうという方も少なくあ 

りません。 で、 野宿生活中にお金に困るもんですか 

ら、 ヤクザがそういうところにつけこんで、お金を 

貸して、 1 万円を貸して、 今度 1 万 5000 円返せよ、 

みたいなこともはびこったりしております。 

そういった、 彼らの日常生活を通してみてみます 

と、 彼らが野宿を脱出するためには、色んな取り除 

かなければならない障害、 それも我々の眼に見にく 

い障害要因があるってことがわかってきました。 ひ 

とつは借金です。 野宿生活中の借金では 5 人ですけ
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れども、これまで、 野宿に至るまでに借金を持って 

いるひとは、56 人中、まぁ 4 割強おられるんです 

ね。これも、アイフル、アイク、ディック、プロミ 

ス、その手のサラ金もあれば、ヤミ金、ヤクザから 

借りている、大阪のヤクザ、大阪のヤクザからヤミ 

金でお金借りて、歩いて大分市まで逃げてきて、ま 

だ 10 年隠れているっていう方も、こないだ出会い 

まいました。 俺のともだちも大阪で借りとったんや 

けど、岸和田で見つかって、埋められたとかってい 

う話しをされていたので、この方、大分市で、ずっ 

と、 ひっそりと過ごされててですね、俺が埋められ 

たら、犯人捕まてなっていう、 そんなん恐いからい 

ややっていう話しをしてたんですけれども、 

そういう借金を持っている方っていうのは、 単に 

野宿を脱出するときにアパートに住んで、 アパート 

に住むだけでは問題が解決しないんですね。 例えば、 

借金を法的な、 自己破産などの法的な措置を持って、 

借金をきれいにする、クリアにするっていような、 

あの、支援がぜひとも必要になってきます。あるい 

は、一見、30 代、40 代の、特に男性の場合で働け 

そうに見るんだけども、実は筋骨系で、 関節がダメ 

だとか、坐骨神経痛だとか、足が腫れてて歩くこと 

ができないような方が結構おられていて、 あの、仕 

事なんて探せばあるだろう、あるいは、 仕事あると 

いいよねっていうような話しだけでは終わらない 

っていうことが見てきました。 健康状態も非常にネ 

ックになっていることがわかってきました。 

さらに、先ほど、少し触れましたけれども、野宿 

生活中の生活困窮、食べるものに困る、 そういうふ 

うな延長線上で、やむを得ず、 万引きをしてしまう 

っていう方々のケースも見てきました。 刑務所に入 

るんだけれども、釈放後、出所後に行き場所がない 

わけですね。それも、元々野宿をしていて、刑務所 

に入って、刑務所から出ても、居場所がない、これ 

当たり前の話しですので、 そうして、また野宿に戻 

っていくようなケースも見受けられます。 

以上のように、彼らの日常生活を見てみますと、 

借金、それから、刑務所出た後、釈放された後の居 

場所がないっていう問題などのように、 今日のホー 

ムレス対策、仕事を見つけるのを手伝いますとか、 

技能訓練とか、 家をとにかく提供します、そういっ 

た支援の枠組みだけでは、 十分に対応することが困 

難だということがわかってきました。 非常に、 今日 

的な課題が浮き彫りになってきたということです。 

少し、 刑務所を出入りされている方のケースを紹 

介したいというふうに思っております。56 人の野 

宿生活者に出会ったなかで、実に 10 ケース、刑務 

所や逮捕歴がある方が多かったです。 これは、 野宿 

者を地域でほおって置くと、 やつら犯罪を起こす危 

ない存在だっていう、 という意味合いではないんで 

す。あの、後ほど紹介させていただきますように、 

我々「こんぱす」は、大分の刑務所もしくは、大分 

の保護観察所と連携、 協力関係にありますので、保 

護観察所からうちに回ってくるケースっていうの 

があの、少なくありませんので、このように、逮捕 

経験のある方が、と、多く接点を持つことがありま 

す。

例えば、コンビにで食料と、食料を万引きした、 

住所不定無職っていうかたちですね、 即実刑くらっ 

て、 大分刑務所で服役とか、実刑にはならなかった 

ですけど、おにぎりと魚肉ソーセージ、合わせて 

170 円相当なんですね。60 歳のおじいちゃん、中高 

年の方が 170 円の万引きをして、 それで執行猶予に 

なって、 釈放されたんだけども、 行き場所がなくて、 

野宿をした。ファミリーレストランで無銭飲食、自 

転車盗んだ、最後は肌着、あの、肌着とかパンツ靴 

下を盗んで逮捕されたっていうような方々が、 おら 

れます。で、もちろん万引きっていうのは法律上良 

くないことなんでしょうけども、 良くないのは彼ら 

の行動だけなのか、 いやそうじゃないっていう話し 

にこの後つながっていくことになります。 彼らが抱 

えている社会的な背景と連なるような問題ってい 

うのは、じゃあ、なんなのかっていうことなんです 

ね。

ひとつに、 地域移動。 彼らがどこからやってきて、 

今大分で野宿しているのかっていいますと、 これは 

よその地方都市でも、 共通しているところはあるん 

ですけれども、 大分県出身とか仕事で大分に来られ 

た方とか、もう 75％にのぼるんですね。要は、地 

元発生、 地元密着の強いホームレス問題ということ 

が言えると思います。 もしかしたら徳島市も同じよ 

うな特徴を持っている面もあるのかもしれません。 

そして、生まれ育った環境、彼らの環境を聞いて 

みますと、 ひとり親世帯、 つまり母子世帯ですとか、 

父子世帯で生まれ育った方が、 全体の 4 分の 1 おら 

れました。生まれたときから、おおむね母子世帯、 

父子世帯の方々ってのは、 経済的に不利な場合が多 

いですので、そういうような家庭環境だった、 そし 

て家が貧しくて、豊かでなくて、高校や大学に行け 

なくて、 中卒の方が 5 割強の方がおられる。まぁそ 

ういった、 環境のなかで育ってこられて、不安定な 

仕事に就き、そして、あの、低い賃金、不安定な労 

働条件で働き、 ゆくゆく野宿生活に陥ってしまった、 

っていうふうなことが背景のひとつとして見てま 

いりました。 

大分のホームレスの実態のご紹介もあと 2 枚ぐ
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らいにしておきたいと思っています。 彼らが野宿す 

る理由はじゃあなんだったのかっていうことを、 主 

要な経路、一言で言いますと、失業と、それに伴う 

住居喪失です。まぁ要は、職を失い、家を失いって 

いうのが、 主な野宿に至る経路っていうことがわか 

りました。 

野宿直前の仕事を見てみますと、やはり、Canon 

で派遣で働いていた、 日産で自動車の部品を組み立 

てていて、 あの、テレビで言われているようなこと 

が本当に起こっているんですね。 明日から来なくて 

いいですよ、 もう今日限りで首ですよって方が多い。 

で、 来週になったら、うちの社員の寮を出て行って 

くださいよと、ということが本当に起こっている。 

派遣の方、 日雇いで働いていた、アルバイトで働い 

ていたっていう方が、 野宿している方の 9 割が仕事 

に就いておられた。で、 いつ首を切られてもおかし 

くない仕事に就いておられたっていうことなんで 

すね。で、その仕事を失うときに、家も失ってしま 

うというケースが非常に多かったということです。 

じゃあそういうときに、 この国の税金をたくさん 

使って、 やっている社会保障制度っていうのは働か 

ないものなのか、 機能しないものなのかっていうこ 

とを見てみますと、例えば、彼らが困ったときに、 

万引きする前に、福祉事務所、 市役所に行っている 

方っていうのは、結構少なくないんですね、まずは 

市役所に相談にかれています。 で、 彼らが生活保護 

を申請したいんだけどもっていうふうに、 大分市役 

所に行ったときに、 例えばこんなふうに追い返され 

ています。ひとつめ、30 代の男性、ひとりで生活 

保護の相談に行ったけども、 家がないと無理ですよ、 

と役所から言われて、 追い返されている。住所がな 

いひとにはしていません、 うちにはありません、み 

たいなふうに追い返している。あるいは、この 80 

代のへろへろのおじいちゃんだったんだけれども、 

2 回も、1 週間に 2 回も行ってるんですけれども、 

先に住むところを見つけてきてくださいね、 おじい 

ちゃん、って言われて追い返されている。いずれも 

違法です。 

この国には生活保護法という法律があるんです 

けれども、 いずれのパターンも違法です。家がない 

方でも生活保護を受けられる、 そらそうです。 生活 

保護は誰が受けられるかというと、 生活に困った方 

が受けられる、 制度なんですね。生活に困った方が 

家を持っていないってことは当たり前に想定され 

るわけで、 生活保護法のなかでは、 家がなくても受 

けられると書いているにもかかわらず、 うちではや 

っていませんっていうような対応をしていること 

がわかってまいりました。 まぁ、そうした実態を踏 

まて、地方都市、具体的には大分市で、我々がホー 

ムレス支援をするなかで、 どのようなことが課題と 

して浮かび上がってきたのか、 次は支援の話しをさ 

していただきたいと思っています。 

左側の写真は、 今非常に有名な派遣村の村長をさ 

れていた湯浅誠さんを先月、大分市にお呼びして、 

講演会を、あと「こんぱす」のメンバーで記念撮影 

をしたというふうな話しは、 ただの写真を貼り付け 

ただけではなくて、この話しは後で、すぐ出てまい 

ります。うん、 お手元にも印刷した資料を配っても 

らっています。こういうふうな、大分市において、 

ホームレス支援といった場合に、 登場人物をひとつ 

の図に並べてみました。 

細かく説明させていただく時間がないんですけ 

ども、左側のように、野宿現場から、野宿している 

ひとたちが右のほうに、 つまりアパートに移るとき 

に、どういうものが使える資源かっていうものを、 

並べて、地図に貼り付けていくと、 こんなことがわ 

かってきた。で、野宿している現場では我 「々こん 

ぱす」が、そこにアウトリーチ、腕を伸ばして、現 

場に出向いている。他には、ハローワークもある、 

福祉事務所もある、病院もある。ただ、住所持って 

いないひとたちが、 ハローワークに行って仕事を見 

つけるということは、 至難の業ですので、ハローワ 

ーク経由でアパートに上がるっていうことは、 ほぼ 

なかろうということがわかってきました。 

福祉事務所、これは先ほど言いましたように、 彼 

らがひとりで、 野宿生活者がひとりで行っても、今 

申し上げましたようなかたちで、 あえなく追い返さ 

れるというパターンが多くあることがわかってき 

ました。ただし、後ほど言いますように、我々「こ 

んぱす」のメンバーが一緒について行きますと、手 

の平を返したような対応をすることもわかってき 

ました。それから病院、これも保健証がない、お金 

がないとなると、 なかなか診てらないという実態が 

あることがわかりました。 

で、 この図をみなさんの前にお示しした私の意図 

はこういうことなんです。 大分市、 もしくはホーム 

レス対策の乏しい地方都市の場合に、 野宿している 

ひとたちが、 一般の住宅に上がろうとする場合には、 

どのような経路が考えられ、 何が必要かっていうこ 

とを、 何に注目できるかってことを整理してみます 

と、ひとつめはまず、アウトリーチ、彼らの存在を 

把握するっていうことが、 まずは重要な出発点とし 

て位置づけられるだろうと。ふたつめ、まぁ、大分 

市はそうなんですけれども、 その晩にすぐ泊まれる 

ような、シェルターと呼ばれているような、ベッド 

スペース、 施設がありませんし、宿泊所なんかの泊
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まれるような施設はまだ、 大分市にはございません。 

これから作ろうとしている段階です。 

そして、 そういったホームレス対策といったもの 

が乏しい一方で、昔からある、既存の、福祉や医療 

関係の施設とか窓口というものは、 やはり相対的に 

存在感がおっきんですね。 ですから、既存の福祉や 

医療の施設をどのように使うかっていうのが、 地方 

都市でのホームレス支援の課題のひとつになって 

くると思います。そうした場合に、 福祉や医療の窓 

口は勝手に動くわけじゃありませんから、 そこで仕 

事をされている専門職の方々、 ケースワーカーとか、 

病院のスタッフの方々とか、 そういった方の役割っ 

てものが、 やはり重要だろうということになってき 

ます。 

そこで、 我々が普段、 ホームレス支援をしていて、 

注目していること、 いくつか紹介させていただきた 

いんですけれども、ひとつめは、先ほど申しました 

ように、当事者、野宿をしているひとたちや、ホー 

ムレスのひとたちと、我々「こんぱす」がいかに、 

どのようにすれば接点を確保できるか、 そして接点 

を確保してどうすれば、 具体的な支援に結びつける 

ことができるかっていうことを考えた場合に、 ひと 

つめは、夜回り、アウトリーチですね、現場に出向 

いて、ごはんや着る物、風邪薬なんかを持って、配 

って回る。これは元々、大分のカトリック教会の 

方々が、 大分ホームレス支援っていうボランティア 

団体を作って、2002 年に活動を開始された夜回り 

なんですけれども、やはりでも、そういった活動で 

もですね、 始めたころは食事を持っていってもです 

ね、 怪しまれて、誰もおにぎりも受け取ってくれな 

かった、ただ、これを彼らが毎週、毎週、地道に通 

ってくださったおかげで、 彼らが行くと、みんなお 

っちゃんたちもごはんを受け取って食べてもらえ 

る。そして、たまには無駄話しをしたり、笑い話し 

をしたりする。そういう場に我 「々こんぱす」のメ 

ンバーも合流をさせてもらったのが、 昨年のちょう 

ど今頃でした。で、そこで我々はそこで、当事者と 

の接点を得られるようになってきたという経緯で 

ございます。 

我々が当事者と出会った際に、先ほどの、週に 1 

回やっている無料相談会の部屋のなかで撮った写 

真なんですけれども、この活動は昨年の 12 月には 

じめました。 ちっちゃな事務所を使わせていただい 

て、彼らに、相談、相談にのるから来てよというか 

たちで、彼らを出迎えて、1 日、だいたい 10 人、 

20 人、週に 1 回来ていただいて、相談にのってい 

ます。今年の夏からは、こうやって、みんなで一緒 

にカレーを作って、食べたり、結構、料理のうまい 

おっちゃんとか、元板前職人のひとがいたりして、 

カレーやシチューを作って食べて、やっぱり、 みん 

なで食べるとうまいよなぁ、 みたいな話しをしたり 

しております。 昨年から今年の 7 月までの相談者数 

だけをまとめましても、延べで 200 人、200 人の方 

に利用していただいています。 

ということは、 こういうような、相談にのるって 

いう窓口ってものがあれば、 こんなにも多くの方が 

利用してくださるんだ、ってことなんですね。 言葉 

を変えると、 みなさん生活に困っている方が地域に 

おられたんだっていうことがわかってきました。 特 

に、 もう野宿になってしまうかもしれないっていう 

方が、結構、最近多く相談に来てくださっているの 

で、野宿に至る前に、防波堤として「こんぱす」が 

役割を果たしているだろうということも言えます。 

このように、我々、派遣村と呼んでいますけど、 

実際、泊まっていただくわけじゃないんですけど、 

あの、市内の、おっきい、こういうホールを借りま 

して、なんでも相談にのるから来てくださいって、 

テレビや CM で呼びかけて、 相談会をやったりもし 

ておりました。そして、平日にやってですね、ここ 

で相談にのって、その日のうちに、ここから、これ 

もまた歩いて 10 分くらいのところに市役所がござ 

いますから、 そのまま生活保護の申請をするという 

ふうなことを来月にもやろうと計画をしておりま 

す。

結構、テレビや新聞で、今朝 NHK でみたよって 

いうような方がおられたんで、 そういうメディアを 

通した広報も結構、大きい、影響大きいんだなとい 

うことを我々感じております。 それで、 当事者との、 

生活に困っているひとと、 我々の出会いたいと思っ 

たときに、 他機関との連携が非常に重要になってく 

る。 ここでは、 とある病院のソーシャルワーカーの 

方からいただいた、1 本の電話からはじまるケース 

をお話したいんですが、今、よく、話題にのぼって 

いる、累犯障がい者、何度も犯罪を犯す障がい者、 

これ、 障がい者がいいとか悪いとかじゃなくてです 

ね、多くの場合、知的障がいをお持ちの方、あるい 

はその恐れのある、うたがいのある方が、社会のな 

かで生活ができなくて、居場所がなくて、そしてや 

むを得ず、 犯罪を犯して、刑務所が代わりの居場所 

になっちゃっているというようなことなんですね。 

これが大分でも、 結構ヘビーなケースがありまし 

た。10 月、それも中旬に九州の刑務所を出てこら 

れた方が、 出所後、 前に服役した大分市にやってき 

たんですね。それで、駅で野宿しているところ、酒 

を飲んでぶっ倒れて、 救急車で夜中、真夜中に運ば 

れて、それで、半日点滴を受けて、さぁ退院するぞ
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っていうときに、 このひとひとりで退院させて大丈 

夫かなって思った病院のソーシャルワーカーの方 

が、「こんぱす」に電話を 1 本入れてくれました。 

こういう方、今から退院させるからって。で、ちょ 

っと待って言って、うちのスタッフが、 そのまま役 

所に同行して、 生活保護の申請をしました。生活保 

護っていうのは、申請するときに、まぁ、これまで 

の身の上話しっていうんですかね、あの、どこで生 

まれたの？とか、 どこで働いてたの？とか基本的な 

こと聞かれます。そのときに、彼は全然、順序だて 

て、自分の話しができないんですね。で、結局、後 

でみてわかったのは、IQ41、50 歳の男性なんです 

けれども、これ専門家に言わせると、小学校の 1、 

2 年生の知的なレベルなんですね。小学校…中学校 

をまともに行っていなかったようで、 こういう方が 

ですね、地域で仕事をして、ひとりで住んで、困っ 

たら役所に行ってなんてことはできないのは、 むし 

ろ当たり前なのかもしれません。 ゆくゆく聞いてい 

きますと、この方、これまで 9 回、刑務所を出入り 

されているんですね。 で、これで出会ったからよか 

ったんですけれども、そうでなかったら、また、ど 

こかで刑務所に収監されているという可能性もと 

いうようなケースに出会いました。 他機関との連携 

でこういった方と出会たというふうな事例でござ 

います。 

まぁ、そのように、 野宿しなくてもよかったひと 

たちに、野宿の予防の支援をするっていうことは、 

それは我 「々こんぱす」 としてその意義は非常に大 

きいというふうにみています。 例えば、 こういう方 

の相談を受けるってことを事例でザーっと並べて 

みたんですが、 派遣切りに遭って、 雇用保険がもう 

切れる、でも、就職が決まらない、37 歳でも就職 

が決まらないんですね。それから、 体調が悪くなっ 

て、糖尿…血糖値 300 っていう、すごいなぁってい 

う数値ですけれども、 働くことも無理ですね、 もう 

足もパンパンに腫れて無理だっていう方、 それから、 

私と、私よりちょっと若いんです、28 歳の男性で 

した。 仕事、 首切られたから、 仕事を探していると、 

奥さん産休中。 生後 5 日ぐらいの子どもを抱えてい 

る 3 人暮らしですね。家賃を滞納している。親族は 

頼れない、それで「こんぱす」に来ていただけたと 

いうような方もおられました。 一番下の方、就職決 

まった、 よかったですねっていう派遣切りの方のケ 

ースだったんですけれども、 就職決まったんだけれ 

ども、実際に働いて、最初の初任給もらう間って、 

2、3 ヶ月かかっちゃうんですよね。で、その間の 

生活費が困っているんだっていう彼は役所に行っ 

たそうです。そういうときも、 実際は生活保護は実 

は、使えるんですね。就職決まったんだけれども、 

給料までの生活費がない、 だから、 生活保護を法律 

どおり使わせてくれと彼は言ったんだけれども、 大 

分市役所はうちではそういう制度はありません、 み 

たいなそういうことを言ったんですね。で、おかし 

いだろという話しをして、 この方は無事に事なきを 

得たんですけれども、そういうような違法運用が、 

ときに、 こういうときに見え隠れしているというよ 

うなことが、大きな背景です。 

そういうことがあるもんですから、我々、今年の 

正月はですね、私は三が日、3 日かけて、福祉事務 

所長宛、これ、 新聞記事が大分の福祉事務所長なん 

ですけれども、福祉事務所長宛に、抗議文、要請書 

を書いてですね、ちゃんと、住所がないひとでも、 

生活保護が受けられるっていう法律に書いてるん 

だから、それどおりやってください、お願いします 

というようなことを、 福祉事務所長と、 それから市 

長に要請に行きました。 そういう働きかけをやって 

おります。やっても、我々の見ないところで、彼ら 

は好きな、 好き放題のことをやっていて、うちでは 

やっていませんとか、 住所がないひとは無理ですと 

か、相変わらずやっているようです。 

この 1 年を、 以上のことのように、 まとめの代わ 

りとしてですね、振り返ってみますと、 大分のよう 

に、 ホームレス支援の資源が非常に乏しかった地域 

で、 この 1 年は、我々、手前味噌ですけれども、「こ 

んぱす」 もそれなりにがんばったなぁっていうこと 

は、あの、客観的にみても言えると思います。で、 

がんばるなかで、我々が直接、「こんぱす」が直接 

彼らに、お金を提供したり、食べ物を提供したりし 

ているっていうことでは、 必ずしも、そうではあり 

ません。 お金を、 彼らの生活費を提供しているのは、 

生活保護制度ですから、市役所ですし、 彼らに医療 

を施すのは、 地域の病院です。 ので、 彼らが使える、 

色んな制度とのつなぎ役、 そういったことを「こん 

ぱす」はがんばってきたということです。そのよう 

に、 困っているひとたちが、地域のどこにいるんだ 

っていう、 彼らの存在の掘り起こしをがんばってき 

ました。 

それから、 他の役所とか、他の団体とのネットワ 

ーク化、先ほど申しましたような、自治体、福祉事 

務所への働きかけ、 まぁそういった支援活動に力を 

入れてまいりました。 まぁ、まさにソーシャルアク 

ション、社会運動っていうんですかね、 そういった 

社会への働きかけっていうようなことを重視して 

やってきました。で、先ほど、湯浅さんが来ていた 

だいたときの記念写真をみていただいたんですけ 

れども、 ああいう、 いま、 貧困ブームと言いますか、
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反貧困ブームと言いますか、 ああいう講演会やると、 

非常にお客さん入るんですね。 大分市でも、 この間、 

満員御礼で、 立ち見が出るくらいの講演会になりま 

した。そういうところでですね、そういうところに 

来られる方っていうのは、 日本の貧困とか、その地 

域の貧困とか、 ホームレスをなんとかできないかっ 

て考ておられる方が少なくないんですね。 そういう 

ところが、ひとつの、我々、支援者とか、専門職ど 

うしが集まって、今度はこんなことやろうかとか、 

新しい支援やろうかとかっていうふうなことが、 出 

会うきっかけになってきたということが言えます。 

最後のほうですけれども、あの、今日の、私、出 

させていただいている、演題にもありますように、 

じゃああの、 生活困窮者を支える地域の輪っていう 

のは、どういうことだろうと考えた場合に、ホーム 

レスの最近の動向を踏まえて考えると、 日本の野宿 

生活者っていうのは、 最近、野宿期間が長期化して 

いる、あるいは、若いにぃちゃん、ねえちゃんが野 

宿するようになっている、 色んなことが傾向として 

わかってきています。あるいは、一旦、生活保護や 

ホームレスの施設に入る、 アパートに上がるんだけ 

れども、またそこで、生活をうまく組み立てられず 

に、バランスを失ってしまって、また野宿に戻る、 

そういった問題も明らかになってきています。 

そういうことを踏まえると、 非常に基本的なこと 

なんですけれども、 ホームレスを支援するときには、 

このような、 まずは当事者との接点をどのように確 

保するか、 まず、 彼らの野宿が長期化しないように、 

問題がより深刻化しないように、 彼らと出会う接点 

を確保するってことは、やはり、課題として残り続 

けるだろう。そして、基本的な衣食住を、彼らに提 

供するってことも、もちろん必要です。そして、衣 

食住が確保された後も、彼らが、あの、多少の笑い 

話しができたりだとか、 久しぶりやなと言い合える 

ような居場所みたいなものが、 我々にとって、 家族 

とか家庭のような場所もやはり、あの、 必要だとい 

うことがわかってまいりました。 

先ほどから強調しておりますように、 彼らをいか 

に早く見つけるかっていうことが、あの、これは強 

調しすぎないような、 論点だというふうに思います。 

特に、この 1 年、大分市内で、派遣切りで野宿に至 

ったひとたち、 あるいは、もう野宿に陥ってしまう 

っていう方々と多く出会ってくるなかで、 彼らの野 

宿期間の長期化ってものを防ぎ、 あるいは野宿を予 

防するためにも、彼らの困った状態、生活困窮して 

いる状態を早期発見する、そして、早期介入する、 

早期に支援するっていうことが重要だっていうこ 

とです。早期に発見して、その後の支援につなげる 

ことができれば、 これこれのことをしないで済むっ 

ていうことを確認しておきたいと思います。 

早期発見さえすれば、 彼らは厳しい野宿生活をし 

なくて済みます。あの、落ちてるものを拾ったり、 

万引きして捕まられたり、 そういうふうな生活をつ 

づけずに済みます。そして、不要な罪を犯して、刑 

務所に入らなくて済みます。また戻らなくても、9 

回目、10 回目の刑務所に戻らなくて済むわけです。 

DV を家のなかで、誰からも見ないところで、女性 

や子どもが、 なかには男性もおられましたけれども、 

DV を受けつづけずに済みます。早く彼らの存在を 

キャッチしていれば済みます。 あるいは、非常に地 

道なんですけれども、 家賃や電気代を滞納している、 

子どもの給食代なんかもしんどくて、 もちろん払な 

い、 修学旅行費ももちろん積み立てられない、 借金 

返済もできない、というような、先の見ない、八方 

塞がりのような、 先の見ない生活もつづけなくて済 

みます。で、そういうような彼らをいかに早く発見 

するかっていうようなことを、 あの、工夫する必要 

が出てまいります。 

最後です。まぁ、このように、野宿生活者とか、 

あるいは、 もう野宿に陥りそうだというホームレス 

の方と出会い、そして、支援をしてくるなかで、こ 

うしたことがわかってきたというまとめのスライ 

ドを 1 枚、お示しさせていただいております。 野宿 

生活者からホームレスへ、 そして地域の生活困窮者 

へ、というふうに書いております。 

野宿生活者の支援っていうものをしております 

と、おのずと、野宿していないんだけれども、もう 

すぐ野宿になってしまうっていうひとたちをも、 あ 

の、 視野に入れてこざるを得ないということが、こ 

とになってきたっていうことが、 経験的にわかって 

きました。そうでないと、野宿の予防をしないと、 

どんどんどんどん、 新しいひとがつぎ込んできます 

から、まぁ、要は水道で言えば蛇口みたいなもんで 

すね。 蛇口のところを締めるような支援活動をしな 

いと、ずーっと下で受け止めるばっかりだと、 もう 

キリがなくなってくるというので、 蛇口を締める活 

動も必要になってくる。 

そして、蛇口を、どこで当事者をみつけて、蛇口 

を締めるかってことを考えると、広く、 ホームレス 

だけではなくて、 広く地域に支援を展開していくっ 

ていうことが必要なんですね。 例えば、 国民健康保 

険を滞納しているひととか、あの、 お金がなくて介 

護を受けられないひと、 そういうひとたちのなかに 

は、もう、生活保護を受けなくては、生活していけ 

ないひとたちもたくさんおられます。 そうした、地 

域で生活困窮者を受け止める地域の輪というもの
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が、 求められている。受け止めるセイフティーネッ 

トみたいなものが求められていると言えると思い 

ます。 

その、 そういった地域のセイフティーネットを創 

ろうとするときに、先ほど申し上げましたような、 

福祉や医療、法律の専門家、あるいは、専門家でな 

くても有志のボランティアの方々、そういった、人 

的な資源っていうものは、 これはもう決定的に必要 

だということが、大分で活動していて思いました。 

これは全国的にどこの地域でも確認されているこ 

とです。やっぱり、 ひとが重要っていうことが基本 

的にわかってきました。 

さらに、やはり、社会保障や、福祉、医療ってい 

う制度の資源ですね、制度の資源を組み合わせて、 

そしてひととものと制度を組み合わせて、 地域で生 

活困窮者が、いざというときに、生活を続けていけ 

るような、 セイフティーネットを張るという視点が、 

重要なんだろう。そういう場合に、 全国的な動向を 

見ますと、NPO ですとか、民間の支援団体、民間 

のボランティアというものが、 色んな社会保障の制 

度とか窓口の、 当事者との間を行ったり来たりしな 

がら、 それぞれを結び付けている役割を果たしてい 

るということがわかってきた。 つまり、 そうしたひ 

とたちの存在というものが、 地域のセイフティーネ 

ットを創っていく鍵を握っているというふうなこ 

とがわかってきたということです。 

ちょうどここで私のお時間となってしまいまし 

た。早口のところもありましたけれども、以上で、 

私からの講演を終わらせていただきたいと思いま 

す。ご静聴ありがとうございました。 

司会： 

ありがとうございました。さて、今、現場の実際の 

支援活動を元にしたご講演のお話しがありました。 

本来この場でご質問のほう、 受けたいと思いますが、 

と、垣田先生におかれましては、このあと、パネル 

ディスカッションのほうで、 アドバイザーというか 

たちで、引きつづいて、ご参加いただきますので、 

そのなかで、ご質問等を受けたいと思いますので、 

基調講演のほうをこのあたりで締めたいと思いま 

す。 垣田先生におかれましては、ありがとうござい 

ました。それでは皆様方からの拍手をもって、 お礼 

と代えさせていただきます。 

（拍手） 

…休憩… 

■２ 
コーディネーター (社) 

徳島県労働者福祉協議会 

会長 久積育郎 

司会： 

定刻になりました。それでは、演目の第 2 のほう 

に移りたいと思います。ただいまより、 パネルディ 

スカッションについてということで、 コーディネー 

ターの久積さまのほうに、 あの、バトンタッチした 

いと思います。それではよろしくおねがいします。 

久積： 

それでは、2 部ということで、パネルディスカッ 

ションに移りたいと思います。 昨年に引きつづきま 

して、なぜか私がコーディネーター役になって、お 

ります。で、パネルディスカッション開始に当たり 

まして、少し、去年から今年にかけて、徳島がどう 

であったのかという問題も含めて、私ども、社団法 

人徳島県労働者福祉協議会の活動も紹介しながら、 

入らせていただきたいというふうに思いますが。 

後ほど、「新しい自立化支援塾」の森本さんのほ 

う、 森本代表からも、詳しく話しがあろうかと思い 

ますけれども、今年の 3 月に、 関係行政機関ですけ 

れども、関係機関におきまして、徳島県ホームレス 

自立支援連絡会が、 発足をいたしました。 先だって、 

反貧困全国キャンペーン徳島実行委員会として、 徳 

島県に対する、 様々な貧困問題をはじめとする、要 

請を行ったなかで、 この自立支援連絡会については、 

関係団体を加えて、 実行あるネットワーク機関にし 

たいと、こんな県の、姿勢を表明をされました。 

加えて、もうひとつ、昨年来進んだのは、様々な 

就労支援の機会をつうじて、 ホームレス状態にある 

ひとたちの、就労支援の事業が、聞きなれた言葉で 

はありませんが、 実は厚労省が橋渡し訓練というか 

たちで、訓練を受けるに、すぐに受けるには難しい 

ひとたちに、訓練を受けるまでの、 間の訓練をする 

と、こういう制度あるわけですけれども、それも、 

活用しながら、 就労につながった、 県内のホームレ 

ス状態にあったひとたちがいると、 いうことで少し 

ずつ、1 年を経過して、徳島でも前に進んでいるの
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かなというふうな気がいたしております。 

加えて、先ほど申しましたように、徳島で、私ど 

も、 労福協も一員となりまして、反貧困の実行委員 

会の活動も行っておりますが、 加えて、 今年は徳島 

が生んだ社会運動家であります、 ノーベル文学賞の 

候補に 2 回、3 回となったといわれておりますが、 

賀川豊彦さんが、神戸のスラムに献身して、100 年 

の節目の年になります。 先般 10 月 10 日に県民フォ 

ーラムを開かれましたけれど、 その場でも、多重債 

務・生活保護相談も併設もしましたし、 今日の人権 

フォーラムについても、案内をすると、 そういうこ 

とで、関係もいたしておりますが、 救貧から防貧へ 

というふうに彼は言って、 様々な活動に大きくウイ 

ングを広げていったわけですけれど、 今まさに、 100 

年を経て、昨年の貧困派遣村から、今年の秋、、暮 

れ、年明けに向けて、新政権の下で、その救貧から 

防貧へ、いかに、シフトができるのかと、こんなふ 

うな状況のなかで、2 回目のこのフォーラムじゃな 

いかと思っているのでございます。 

先ほどの垣田さんの話し、 僕も聞かせていただき 

ながら、ああ、徳島とおんなじだなと、地方から発 

信することからすれば、 大都市は様々な自立支援法 

に基づく、 色んな施策があるけれども、 地方はやは 

り、NPO 的な団体の努力以外に、現段階では、ひ 

との、 人間に対してもアプローチができないのかな 

と、 こんなふうに思いながら、 聞かさせていただき 

ました。 

で、 オーソリティと言えば語弊があるかもしれま 

せんが、日本全国駆け巡って、 ホームレス問題を中 

心としながら、 社会的貧困に携わっております方々 

に、 今日、 パネラーとして参加いただいております。 

昨年に引き続いて参加いただいている方もおりま 

すし、冒頭、自他共に認めるホームレス社会問題の 

オーソリティであります水内先生のほうから、 お話 

しいただきたいと思いますが、 進め方といたしまし 

ては、15 分から 20 分の範囲で、お三方から話しを 

いただいて、最後に県の「自立化支援塾」の森本さ 

んのほうから、10 分程度、県の報告、それから、 

そのなかでの課題と、 これを提起させていただいて、 

そのうち、 パネルディスカッションに移ると、 こう 

いう進め方でいかせていただきます。 

今日、見渡すなかでは、 昨年に引き続いてご参加 

していただいた方もおられますし、 フロアからも積 

極的な答弁への参加をお願いをしたいと、 こんなふ 

うにも思っております。発言をされる方、もしくは 

私から指名をされると思われる方は、 発言の準備も 

していただければと思います。 それではまず、 水内 

先生、よろしくお願いいたします。 

■３ 
ホームレス支援に適用さ 

れる生活保護措置に見られる地方差 大阪市 

立大学都市研究プラザ教授 水内俊雄 

［使用パワーポイントは、48～53 頁に掲載］ 

水内： 

はい、ご紹介に預かりました、 大阪市立大学の水 

内です。座らせていただきます。去年も、こちらの 

ほうでお世話になりました。 で、 あの、 今年はまぁ、 

私たちの、 ネットワークで、また新たな方をお呼び 

して、特に「地方都市からの発信」ということで、 

絞ってですね、意見交換、情報交換、ネットワーク 

づくりにまぁ、 貢献できればなぁと思っております。 

でまぁ、 私の話しはレジュメにもありますように、 

全国の話しをちょっとしてみたいと思いまして、 な 

るべく短くしたいと思います。で、次に中山さん、 

堤さんのほうから、森本さんのほうからですね、よ 

り具体的な地方の事例っていうのが出ると思いま 

すので、そういう意味で、全国のホームレスの支援 

ということが、 まぁどう行っているかということを、 

簡単に概括したいなぁと思っております。 

たまたま資料が、 カラーで配られておりますので、 

もう資料のほう見ていただいたらいいんですけど、 

大きな画面ですので、 前のほう見ながら説明させて 

いただきたいと思います。で、今日は、もう強調し 

たいことはですね、ホームレスの、脱、先ほど垣田 

さんは「脱野宿」と言いましたが、「脱ホームレス」 

と言ってもいいと思うんですけども、 今現状ですね、 

日本で、脱ホームレス支援ということで、一番切り 

札になっているのは、 やっぱり、生活保護をどう使 

うかっていうことになるかと思います。 強調したい 

のは、 やっぱり生活保護っていうシステムをですね、 

使い、どう使いこなすかっていうことと、そこでう 

まく働かない部分でどう改善していくかって、 改革 

していくかっていうのが、 問われている課題じゃな 

いかなぁというふうに思っております。 

生活保護ってイメージの問題もありますし、 今ま 

で、何年も作られてきた生活保護費っていうのが、
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実際、ホームレスの「脱ホームレス支援」に役に立 

ってはおります。ただ、 これは全国自治体によって 

まったくバラバラっていうのは、 現在の状況かなぁ 

と思います。 

同じホームレスのひとがですね、 どこかに立って 

ですね、支援を求めたときにですね、もうまったく 

違う処遇がされてしまうっていうのが日本なんで 

すね。日本っていう国は、どこでも同じサービスが 

均一に受けられるという、 役所の窓口に行けば、均 

一の窓口を受けられるはずだったんですが、事、こ 

のホームレス支援っていうことに関しては、 非常に、 

そのへんはまだ、 非常に、 日本の社会っていうのは、 

まぁ、 未熟な段階にあるんじゃないかなぁというふ 

うに思っております。 

で、 わかりにくい表が一番最初に出ておりますが、 

この横軸っていうのが、 野宿生活者の数なんですね。 

で、 縦軸っていうのは、 全国の自治体がホームレス 

として認定して、 そのひとに生活保護を適用した数 

なんです。 ですから、 普通に、 ごく簡単に考えたら、 

51 から 75 っていう数字があるんですけど、この幅 

の数の野宿生活者がおる都市が 16、こう並んでい 

るわけですね。ところが、そのひとに対する、ホー 

ムレスの生活保護適用っていう数が、 ある市に行っ 

たら 0、ある市に行ったら 100 から 500 という数字 

に入ってしまうということです。 これはどういうこ 

とでしょうか。 

ある市によれば、50 人ホームレスがおるけども、 

誰にも支援を出さない、ある市に行ったら、同じホ 

ームレス 50 人だけども、500 人ぐらい出してしま 

うっていう、すごい、落差が起こっています。普通 

に考えたら、次の表がわかりやすいんですけども、 

ごく普通に言ったら、 野宿者の数が上がれば、 それ 

だけのホームレス支援で、 生活保護を使うっていう、 

このラインに乗ってくれたら、 まぁ、ひとりの野宿 

生活者に対して、 ひとつの生活保護が措置されるっ 

ていう線がここなんですね。 

ところが、 見てください。これ全国のホームレス 

がいるっていう自治体、600 自治体ほど、厚労省が 

2003 年から 2006 年にかけて、ちょっと情報が古い 

んですが、 問い合わせた結果なんですね。徳島市も 

入っているし、 阿南市とかも入っておると思います 

が。すごいですね、こんへんに、すごい野宿生活者 

がそんなにいないのに、 すごい 「脱ホームレス支援」 

で生活保護を使っているし、それがまぁ、この上の 

ほうに乗っかってくるわけですね。逆に、いるのに 

全然出さない市っていう。 こういう現実が今の日本 

の現実かと思います。 

で、 ごく最近、 去年ぐらいから派遣切りっていう 

のが、 ホームレスの定義っていうのを非常に広げた 

と思いますので、窓口が一斉に今、 開かれている最 

中ですので、このへんの自治体も、 どんどんどんど 

ん生活保護を上げて行っているかとおもいます。 

ただ、その財政負担、財政をどうするかっていう 

問題に関しては、今のところ、 全然論議がされてい 

ませんし、 それを、 こういうかたちで生活保護に全 

面的に依拠していいのかっていう問題がですね、 今、 

問われていると思います。 どういうかたちでですね、 

違うかたちで、あの、例えば、居住支援費とかです 

ね、 就労支援費とかですね、住居手当も今出てます 

けども、ようやくそういう形が、細切れに、今出て 

きたんかなぁというふうに思っています。 

ただ、これは、 統一メニューでもなんでもござい 

ませんので、試行段階かと思います。と、まぁ、都 

市別に言ってみますとですね、 一番多い、大阪と東 

京っていうのは多いんですけども、 かなり大阪は平 

均以上に、 生活保護の措置数は多いんですけど、東 

京は図抜けて多いです。これは、ちょっとした理由 

がありまして、 ごく簡単な緊急の医療費、医療費に 

対して出すっていうのも、 東京は細かくカウントし 

ているんで、 東京はこういうかたちになるんですが、 

とにかく、 大都市の部分で、 横浜、 名古屋あたしは、 

比較的に、熱心に生活保護打ってると。 

まぁ、このへんで言うと、福岡っていうのが、な 

かなか打たない状況、福岡出さない状況なんです。 

実は福岡、この半年で、激変していまして、福岡は 

このあいだの全国調査で、1000 人ぐらいの野宿者 

おられたんですが、わずか半年で、500 人減っちゃ 

ったんですね。 何をしたかっていうと、 生活保護費 

をばんばん打っちゃったということで。 ちょっとし 

たことで、 野宿の状態っていうのは、あっという間 

に変わってしまうっていうことが、 非常によくわか 

ると思います。 

より拡大してみていくと、 名古屋が上に来て、 さ 

っき言った、福岡ですね。京都も少し低い。まぁ、 

北九州はちょっと高いっていうような状況が出て 

きています。まぁ、新宿区っていうのは、さっき言 

った医療の単給かなんかで出された結果かなぁと 

思います。 で、 このへん見ると異常な値出てきてい 

ます。埼玉、千葉っていうのは、もう極端に、バコ 

バコ、 バコバコっていう言葉はおかしいですけれど 

も、 生活保護費っていうのをどんどんどんどん打っ 

ているわけですね。 ところが、 ちょっときついのは、 

市川、よくわからないんですけど、平塚、浜松って 

のはちょっと低いと。 札幌も低いなぁっていう感じ 

です。仙台、堺がちょっと上かなっていう、こうい 

うような状況になってきています。
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どんどんどんどん拡大して見ていってるんです 

けど、 地方都市っていうのはこのへんに出てくるわ 

けですけども、総じて、地方都市というのは、低い 

状況にあるということは、この熊本とか那覇とか、 

和歌山とか、 徳島はもっと次の段に出てくると思う 

んですけれども、地方都市っていったら、結構、こ 

の 2、3 年前にはですね、なかなかこういう問題に 

関して、生活保護を打つという、しきれていなかっ 

たという状況がうかがえるかと思います。 徳島、ど 

こにあったかちょっと忘れたんですけども、徳島、 

たぶん下のほうだと思うんですけれども。 

このへんやはり、八王子、荒川区、相模原、目黒 

区、宇都宮、品川区っていうのが、だんとつにでか 

い。すっごく、自分のところにおられる野宿者の 

10 倍ぐらいが、生活保護費が、脱野宿、ホームレ 

ス支援に打たれているということがおわかりいた 

だけるかと思います。なぜでしょうっていうのは、 

後で説明いたします。 

で、 ですね、 今このかたちで、 日本列島に広げて、 

地図でご説明させていただきますけれど、 これがで 

すね、 いわゆる国のホームレス自立の支援法ってい 

うお金を使って、やっている都市です。 先ほどもご 

説明ありましたが、札幌、仙台、東京のいくつかの 

都市、名古屋、京都、大阪、神戸、それから北九州 

あたしがですね、40 億円ぐらいっていうごくわず 

かなお金しか国から出てきていませんが、 まぁ、代 

表的なホームレス自立支援センターは 1 億円くら 

いで運営されています。今、22 箇所ぐらい、25 箇 

所ですかね、全国でございますけど、主に大都市圏 

のほうでですね、 こういうのが使われているってい 

うのが、おわかりいただけるかと思います。まぁ、 

使ばいいんですけど、なかなか、使うときに、誰が 

責任を持って使うかっていうところで、 各都市がな 

かなか足並みが揃わないことかと思います。 

とこれはですね、 ホームレス自立支援法の、 出費、 

国費でもらうんじゃなく、 自分とこで工夫して、少 

しでもホームレス自立支援に対してですね、 お金を 

出しているという市町村、県、府県になります。、 

高松、松山っていうのはこれは、と何出してたかな 

ぁ、と、アウトリーチやなかったですね、総合相談 

かなんかで、 ごくわずかなお金をなんか出してたん 

じゃないかなぁって思うんですけども、まぁ、 主に 

は、 先ほど垣田さんが言っておられた、 アウトリー 

チってあたしが主な手法で、だいたい、2 人ぐらい 

の方を雇ってですね、まぁ、見守る、見守り、見回 

りをするっていう、 相談にのるっていうようなこと 

が、まぁ細々とやっておられます。 

で、これになりますとですね、やはり、なかなか 

役所の、今までの、 通常の業務でアウトリーチって 

いうのは慣れてないわけですよね。 基本的には窓口 

業務っていうのが中心で、 まぁ、ケースワーカーさ 

んが、まぁ、1 件、1 件訪問するってことなんです 

けど、なかなか、あの、お役所さんがやるにはしん 

どい。 ほんまはこのぐらいやっていくことかもしれ 

ませんが、 やると…あんまりやらんほうがんじゃな 

いかなぁと思ってるんですが、 後方支援のほうがい 

いと思ってるんですが、やっぱり、NPO っていう 

のが、バックアップしながら、 やっていかなあかん 

と。

で、徳島、青い印がやってますが、NPO さんだ 

けがやっているというですね、 お仲間としては廿日 

市、春日、倉敷っていうのが、若干、明石とか多治 

見とか出てくるんですけど、NPO さんだけがやっ 

てて、公的セクターに関しては、今のところよそ見 

てると。関係を持たないと。先ほど久積さんからお 

話しいただいた、連携協議会ができたんですかね、 

そういうことに関しては、たぶん、これ 2006 年で 

すから、これ、 市が自治体が自らそうお答している 

ことなんで、徳島市がもしやるときは、たぶん、こ 

れを橙色に変るんじゃないかなというふうには思 

います。徳島県は、一応そういうふうにして、連携 

を持っているとご回答されたようなので、 こういう 

かたちにはされておりますけれど、要するにまぁ、 

連携だけして、 お金は出していないっていうケース 

がこれでございます。 

ところがですね、NPO と連携をしながら、自治 

体の施策も行っているというのが、 ここにもござい 

ます。要するに、自治体もちょっとお金を出して、 

NPO さんと一緒にやっていこうかっていう市がで 

すね、こういう形で出ています。高松市は何出した 

んですかね？個別に出したらわかるんですけど、 ち 

ょっと忘れましたが。 まぁそういうかたちで、 わず 

かなお金でも出しながら、NPO さんと一緒に、じ 

ょじょに広がっていっております。 

で、これですね、ホームレス支援を行っている、 

NPO 団体の数をですね、全国で印したものです。 

今日は福山のお話しがありますが、 福山は 3 とって 

いますが、色んな意味で、3 つあるっていうことで 

すね。で、大阪、今日は出ますけれども、これは古 

い値なんで、もうちょっと出ますけれども、大阪あ 

んまり実はない。結構首都圏に多くて、 たくさんの 

NPO があります。 徳島は 1、 和歌山は 1、 高松は 4、 

ちょっとややこしいんですけど、4 っていうふうに 

書いてあります。松山市はあるんだけれども、 いく 

つかわからんっていう答が出てきましたけれど、 や 

っぱりこんな形でですね、NPO、しかし、ないとこ
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も結構ございます。 この時点では大分はまだ入って 

いなんですね。ですから、大分さんでは、教会で、 

確か、炊き出し支援をやっていましたが、大分市は 

ですね、それは NPO による、NPO 等による支援と 

は見ていなかったということがわかると思います。 

近々で言うと、 富山で非常に活発なホームレス支援 

が行われているので、富山にも付きますし、まぁ、 

いくつか、 自治体で、 あの、 把握してるっていうか、 

それを、NPO の支援として見てるか、見てないか 

っていう、 そういうのがちょっと入っておりますけ 

れども、まぁそういうかたちになっております。 

最後いくつか言いますが、 ではなんでこんな違い 

が生まれているんかということでございますけれ 

ど、実はですね、この黄色の市っていうのは、ホー 

ムレス支援は何かっていうとですね、 病院につなぐ 

こと、 それは何かっていうと、 ほとんど救急ですね。 

要するに、倒れた、行き倒れ、行路病人とかなんか 

で、初めて、倒れて初めて病院につれていかれて、 

そこで入院して、で、お金を払う術がないっていう 

ので、生活保護、病院で取るっていう、医療保護か 

けてしまう、 これしか術がないというですね、 徳島、 

実はこの分類に当たっています。これ、2003 年か 

ら 2006 年なので、それで、25％以上がそういう病 

院へ行ったと、 そういう事例を表しているんですけ 

れど、まぁ、実に、地方都市にも、地方都市ってい 

うのは、 病院しか今まで使なかったのかなっていう 

ほどですね、厳しい状況です。で、これでは「脱ホ 

ームレス支援」 ではないと。倒れないとホームレス 

として認定されないという一番しんどいケースが 

これに当たります。 

ところがですね、なんで、先ほど宿泊所への措置 

が首都圏が多かったかと言いますと、 宿泊所ってい 

うのが、首都圏に集中してあります。大阪に摂津市 

がありますけど、これは、宿泊所なくなりましたの 

で、 大阪はそういう意味でないです。首都圏に固ま 

って、 今、 無料宿泊所っていうのがございます。 で、 

これが何かっていう話しは今日はいたしませんけ 

れども、こういうかたちで、この無料低額宿泊所っ 

ていうのは、首都圏では「脱ホームレス支援」の切 

り札になっています。 ただ、 今、 それ、 マスコミ等々 

で色々と言われている、 貧困ビジネス等々の論議に 

もつながるざるを得ないことになっていますが、 今、 

厚労省のほうも、 きちっとしたガイドラインでです 

ね、 あの、宿泊所っていうところをちゃんと使うと 

ころはちゃんと使うっていう、 そうでないところは 

ちゃんと規制をかけていこうっていうことに、 昨日 

かな、なんか乗り出したっていうことで。これほど 

中央の官僚のひとがですね、現場のことが、自分た 

ちの官僚システムのなかで情報が入ってこない、 め 

ずらしい分野でして、どんどん NPO とか現場のひ 

との情報を一生懸命仕入れてですね、 なんとか組み 

立てている、稀に見るような政策エリアなんです。 

ですから、 ようやく、宿泊所についてもちゃんとし 

たガイドラインを設けていこうというふうにやっ 

ております。 

で、 これはですね、 これはホームレス自立支援法 

に基づく施設がだいたい主です。先ほど、救護施設 

って言うのが出ましたけれども、実は、救護施設、 

徳島にもございますが、なかなか、 使ってないんで 

すね。ほんとは、使っていい施設だと思うんですけ 

ども、 実はあんまり使われていないってことがこれ 

でおわかりいただけたと思います。大部分、ホーム 

レス自立支援法に基づくですね、 センターに入って 

いる方を入れているっていうとこかなぁというふ 

うに思います。 

で、これがですね、これはある意味で、いいかた 

ちなんです。要するに「脱ホームレス」の、いきな 

りもう、アパートにつないでいく、 住宅につないで 

いくってことをやっておられる。 徳島はこの分野で 

も赤が付くんですね。 これ、四国各県ついているん 

ですが、それぞれの NPO とか、支援の団体おられ 

ますから、 あの、 ちょっとでもですね、 はい、 あの、 

出てくるということが、 これで伺えるんじゃないか 

なぁと思います。 

このようにですね、非常にあの、生活保護におけ 

るばらつきっていうのは、 激しいもんだということ 

をですね、まず知っていただいて、これをですね、 

どういうかたちで、 ホームレス支援っていうかたち 

で、 うまいこと使っていくかってことがまず第一ス 

テップかなぁっていうふうに思っております。 

宣伝ですけども、こういう雑誌をですね、作りま 

したので、 もう、店頭に今週ぐらいから並んでおり 

ますが、 私ら中心にちょっと企画しておりますので、 

またお買い求めいただければ、 あの、全国情報も仕 

入れることができるんじゃないかなって思ってお 

ります。 1680 円かなんかで売っております。 はい、 

ちょっとオーバーしましたが、 次、 大阪府のほうと 

和歌山の話しに移させていただきたいと思います。 

はい。
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■４ 
大阪府南部・和歌山におけ 

るホームレス支援活動の現況 大阪府立大学 

人間社会学部教授 中山徹 

［使用パワーポイントは、53～58 頁に掲載］ 

大阪府立大学の中山といいます。、水内先生が、 

まぁ各地のホームレスの自立支援法に関連して、 各 

自治体がどんな状況になってんのか、 あるいは生活 

保護で、生活保護で、まぁ、ホームレスのひとを、 

脱却させると。 で、 実はその仕方はバラバラなんや 

っていう話しをされました。で、私が、は、あの、 

ここに大阪南部って書いてありますけれど、 大阪で 

は南大阪、 大阪の南側よっていう意味です。厳密に 

は泉州という国の泉北 ・ 泉南地域っていうふうに言 

います。 

で、 もうひとつ下は和歌山って書いてありますが、 

具体的には和歌山市の話しを、 まぁ 2 つのエリアに 

ついて、20 分ぐらいでしゃべんなきゃいけないの 

で、その、大急ぎでやりますけど、最初にね、ホー 

ムレス支援法って色々あったけれど、 どうなってる 

んやっていうことで、 法律は 2002 年にできて、 2003 

年にこんなふうに国は考えますよって、 、だいたい 

そんなかに生活保護は大事ですよっていうような 

ことを、方針で述べます。それから、先ほどあの、 

支援法に基づく、自立支援を地域でやってます、や 

ってませんっていうのに、丸が付いてましたけど、 

府の、私らは大阪府ですので、大阪府の場合は、大 

阪市と市を除く府域、 まぁ徳島県的に言うと、 徳島 

市、だから、徳島市を除く、徳島全体というふうに 

見ますと、大阪の場合は、大阪市、それから市を除 

くエリア、両方が、ホームレスは当時は、7000 名 

ぐらいいましたので、府と市、あの、自治体として 

は府が大きいんですけれども、 政令市ですのでやり 

ました。 

徳島の場合は徳島市が市の実施計画、 たぶんなく 

て、 で、 上のほうの、 府の実施計画ですから、 これ、 

徳島県的に言うと、 徳島県の実施計画っていうのも 

ないっていうのが現実です。で、それは徳島だけの 

話しじゃなくて、今日お話しする和歌山にも、 両者 

とも、ございません。というので、あの、全国の 

47 都道府県ありますけれども、全部が同じような 

かたちで野宿者っていうのが目に見る存在ではな 

かったものですから、 まぁこんなような感じになり 

ます。 

で、 こういう問題を考えるときに、 私はいつも最 

近言うのは、 98 年、 1998 年からちょうど 10 年、 で、 

98 年のときに全国的に野宿者数が、非常に増た。 

それで危機感を持って、まぁ 2002 年作った。それ 

から、ちょうど 10 年。2002 年の、法律ができた。 

で、それから、今年 9 年ですので、6、7 年経った。 

今どうなんやっていうふうに、 まぁひとつ考るべき 

やと。なぜ、こう目に見えないホームレスを徳島で 

やるんやって考たときに、考えるチャンスかな。 

これは先ほど言ったところです。大阪市、大阪と 

いうとホームレスがたくさん多いところだってい 

う、 みなさんご存知だと思うんですけれども、 今日 

はその話しはしません。で、大阪市を除く市町村で 

すね、 が、 どうなっているのかっていうので、 あの、 

90 年代の後半、今 98 年って言いましたけれども、 

私が住んでいる堺市は大規模公園がいくつもあり 

ます。 それから八尾市とか東大阪も 1 周 4 キロぐら 

い、 歩いているだけで疲れてしまうっていう公園が 

いくつもあります。そういうところで、 ホームレス 

が非常に激増しました。 だから、 府としては、 まぁ、 

大阪市は独自に調査をやっていましたけれど、 府も 

調べる必要があるだろうというので、 色々調べてみ 

ましたら、1000…約、1000、まぁ、アバウトな数字 

なんですけど、 1000名ぐらいいることがわかった。 

市内が 6000…あ、8600 ですので、合わせりゃ 10000 

人もおるやんってこういう感じでした。 

で、 私が住んでいる堺市は、当時は中核都市です 

けれども、280 人っていうんで、まぁ、全国、中核 

市では全国 1 位、 ということでした。まぁ岬町って 

いうのは、 ご存知のように、 もうお隣は川を渡れば、 

和歌山市です。 この岬町にもいるっていうんで、ま 

ぁ私が住んでいる泉北・泉南リアっていうのは、ま 

ぁ、 楠木正成で有名な千早赤阪を除くと、ほとんど 

いるっていう状況でした。 

これで大規模公園は 1000、 100 ぐらいテントがあ 

ります。で、調査をしましょうっていうふうになり 

まして、調査だけではだめなので、赤字で「全国的 

には異例」 ってあります、通常徳島がなんかやると 

きには、徳島市で考えると。隣の小松島は考えない 

というのが、だいたい自治体で、地域割りになって 

いるんですけど、まぁ、大阪の場合は、大阪市を除 

くリアを 4 つの分けて、 まぁひとりでやっても、 280 

人いるところでも、それぞれ、まぁ、お金の出し方
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は違いますけど、地域で、府域の自治体全体で、考 

えましょうというので、始めたって。これは全国で 

もほとんどありません。 福岡は福岡だけという感じ 

で。で、こういう仕組みを作って、それぞれ 4 チー 

ムがうろうろする。 垣田くんが言っていたアウトリ 

ーチ。ただ、巡回だけ行ってもですね、先ほど言っ 

たように、やぁ、私、生活に困って生活保護受けた 

いんですって言っても、 行政のほうがバツと言えば 

なかなかできない現実がありました。 だからストレ 

スが溜まるだけ。で、病院、持っていっても、うち 

はだめですっていうのが当初だったように思いま 

す。

非常に乱暴に言っていますので、 細かいふうなの 

はちょっと飛ばします。で、大阪は、私が住んでい 

る南大阪は、巡回範囲は堺市から、和歌山県境、岬 

町までですので、快速に乗って、約 1 時間、程度、 

っていうエリアを 5 人で回っているということで 

すね。 

で、現在は、ちょうど 2 期目、計画で言えば、2 

期目に入っている。で、ただ、先ほど水内先生や垣 

田氏が述べていたように、 派遣切りの問題がありま 

したので、 ホームレスに至る怖れのあるひとってい 

うような規定がちょっと加わったのが、 従来の国の、 

自治体の実施計画を踏まえた、例えば、大阪府、市 

の実施計画であります。で、これは、先ほど言った 

ように、4 つのブロックに分けて、大阪府を、市を 

やりますよっていう。 市は独自にやっていますけれ 

どもということです。 

当時の行政の認識はですね、大阪、 私は川を渡っ 

たところが、堺市なんですね。 大阪市と堺市の境に 

大和川っていう川があるんですけど、 そこにたくさ 

ん野宿のひとが出てきました。 当時の行政の認識は 

全部、大阪市からなだれ込んできたんやと、大阪市 

から全部なだれ込んできたんだろうっていう認識 

で、 それはうちの住民ではないっていうことが、た 

ぶん思われていたと思うんですね、で、 実際色々調 

査をしましたら、 やっぱり地元のひともかなりいる 

と、で、地元を生活基盤にして、長い間生活したひ 

とが野宿に出たっていうことが、 わかるようになり 

ました。 

で、ここは、そういうので調べて、これは巡回相 

談のデータだと思うんですが、今や、578。これ、 

どう見るかですけどね。大阪市が 3700。でも、全 

国的に見れば、1 位くらいでしょうかね。その他の 

市町村、 堺市とか隣は貝塚市とかっていうちっちゃ 

な市町村ですけど、で、ここでは 578 と減ってます 

と。それから、どんなひとたちなのっていう、ちょ 

っと表として見づらいんですけども、 先ほど、 蛇口 

の栓は開けっ放しっていう、 垣田氏が報告していま 

したけど、 社会保障制度のセイフティーネットの網 

の目は、開いたままですので、 かなり広がったまま 

ですので、 落ちてきているのがある。ただ止まって 

はいないということが大事かなぁということは、 大 

阪では思います。 

で、 これは府の実施計画ですが、ホームレスの動 

向については予断を許さない、 減ってるから安心か 

なぁって思っていたら、 また不況でドンと増ますと、 

まぁ、なんて言うんですかね、増加っていうか、発 

生、 つまりこの手の問題の発生は終わっていないっ 

ていうのが事実ですね。 

それからもうひとつは、 これは性と年齢ですけど、 

で、女性は非常に少ない。で、我々みたいな男性が 

調査になかなか行きづらいっていうので、 女性の問 

題は独自の問題として、少ないんですけどね、 様々 

な問題を抱えているので、母子家庭、虐待、それか 

ら知的障がいの女性、 まぁ先ほど言ったような問題 

の、複合的な問題が重なっている場合があります。 

で、まぁ、これで見ると、これは残っちゃっている 

ひとですから、まぁ、あの、残っているひとってい 

うのは、支援策が始まっても、 路上にいるひとです 

ので、これで見ると、結構多いっていうことがわか 

ります。今日は大阪市の話しはしていませんが、堺 

市でも、もう巡回がいくら行っても、「自立支援セ 

ンターはいやよ。」っていう、「生活保護は？」、「そ 

れもいやよ。」っていう…ではないかと想像してい 

ます。 それから期間は当然、 長くなってきています。 

これは全国と同じ。場所は、公園よりはだんだんで 

すね、河川が増えてきていると思います。 

それから、 これは先ほど垣田氏が言ったことと同 

じです。市内とちょっと違うのは、寮、飯場という 

のが、相対的に少ないというのが言えるかな。 つま 

り、 仕事と家が一緒のかたちですね。これは社員住 

宅に置き換ればいいんですね。 派遣切りでドッと出 

てくるのでは、必ずしもないと。あとは、これも垣 

田くんが言ったように、失業。「失業したから、明 

日からテント張ろう。」、 こういうふうにはなりませ 

ん。だから、垣田氏が相談活動を、予防っていう意 

味があるっていうふうに言っていましたけど、「失 

業、即、路上」ではないんですね。そこにはタイム 

ラグがあるんですね。 この間に色んな介入がうまく 

いけば、路上に出なくても済むし、 元ホームレスっ 

ていうレッテルを貼られなくても済みますね。 

資源としてはどんなものがあるんやっていうこ 

とは、ちょこちょこっと書いておきました。「自立 

支援センターおおいずみ」っていうのは、本来は、 

あの数がそのままで、行政が、「うん。」と言えば、
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4 つほど、4 つのブロックに分けるはずだったんで 

すが、必ずしも色んな諸事情で、堺市のなかで、泉 

北・泉南の自治体と、府の支援があって、府内で唯 

一、大阪市内は 5 箇所ありますけど、50 人定員の 

施設ができました。ただ、作るときに就労自立だけ 

じゃ、がちがちのものじゃなくて、少し、幅を持っ 

たものというのが、 僕の想像では意図されていたん 

じゃなかな、つまり、脱野宿をするときに、入る施 

設がなかなかないもんですから、と思っています。 

そういうのが、法律に基づく支援としては、まぁ、 

堺市にはできたと。 

で、 それから次に、 先ほど垣田氏が言っていた、、 

巡回相談員が、 岬町という電車で行っても 1 時間ぐ 

らいかかるところから、学校の周辺、私、堺市の学 

校にいますから、フォローするという。で、就労退 

所、 ここを出ていったひともいるんですが、ここに 

は、あの、民間不動産会社が、敷金・礼金なしで、 

まぁ一定情報を提供する。 それから、出口としては 

病院・生保の居宅っていうのがあります。で、ここ 

の病院のところでは色々問題がありまして、 新金岡 

っていう、市内の、市内にある病院ですけれども、 

野宿のひとをたくさん入所させて、そのなかで、全 

盲のひとをですね、もう、他の公園に捨ててくる。 

大きな新聞で取り上げられています。 ここの病院は 

経営がなかなか行き詰っていると言われて、で、元 

野宿のひとをたくさん入れたと。で、そのなかの何 

人かを捨ててくる。退所しても行くとこないから、 

もう 1 回、職員が路上に戻すんですよ。 とういうよ 

うな問題が発生しました。 

それから、救護施設、これは、あの、この徳島市 

内で、用意しましたってことですね。それから、こ 

うやって、 自立支援センター出たひとも、家賃を払 

うのがなかなか大変やろう、あるいは、 そこで生活 

を、もう一度、野宿生活が長い場合は、なかなか普 

通の生活に戻るのが大変やろうということで、「オ 

イコス」っていう NPO、大阪府の助成事業で、生 

活を再建させる、 それから就労の継続を支援すると 

いう施設を、1 億数千万で 19 室。そのうちの 9 室 

を使って、やりましょうという、「NPO オイコス」 

というのができました。ただ、残念ながら、当初意 

図したようにはできないで、あの、 非常に自治体の 

方も当事者の方も、 ストレスが溜まったと思うんで 

すけど、地元の反対により遅れたと。議員さんって 

いうのは、 地方議員というのは、上が政党がどんな 

ことを思っていても、 色んなことをやります。 当時 

の民主党の市会議員が、反対運動の尖兵でして、び 

っくりするぐらい、なんなんだろうと思いながら、 

でもまぁ、 遅れたんですけど、 大幅に遅れたんです 

けども、これ、あの、お金は、別に府のお金で建て 

たんではなくて、個人の、ある個人が、オーナーが 

自分で「建てます。」と。そのうち 9 室をそういう 

のに使いますと。で、始めた。ある意味では、個人 

がアパートを建てた、 マンションを建てたってだけ 

なんですけどね。 

で、次に、これは先ほど水内先生が言っていた、 

まぁ、「かっこ生活保護ビジネス」って言うんでし 

ょうか。 これは大きく新聞にも取り上げられていま 

したので、あの、参考資料に付けてあります。今年 

の 7 月に放映、テレビにも出ました。 「生活安心ネ 

ットワーク」という、実は NPO でも、それからボ 

ランティア団体でもない、 これは一切把握されてい 

ない、 ただ僕らはしょっちゅうビラを見ていました 

ので、堺市にすぐ、通報しました。しかし、大規模 

で営業マンがですね、せっせと「生保に入りませ 

ん？」っていうビラをたくさん撒いている。 

それから、市内に 6 箇所ほど、あの、空いている 

ワンルームを彼らが借り上げていまして、 で、 そこ 

で居宅保護を申請させる、で、問題になったのは、 

非常にわかりやすく言うと、1 食 1300 円の弁当代 

を徴収していたと。普通、今日、私も食べましたけ 

ど、500 円前後ぐらいですね。というような、これ 

はだから、 民間によるある意味では、やり方慣れて 

ないから。 

というので、 大阪の南の支援っていうのは大きく 

は 3 つぐらいあるだろうと。現状で言いますとね。 

生活保護の運用っていう話しがありました。で、大 

阪も同じように非常に厳しかったんですけども、 堺 

市は最初だと思うんですけど、 弾力化して、生保に 

上げるようなことになったようです。 別に文章を出 

しているわけではありません。 ただ、 お隣のお隣は、 

これは結構、 法律家が入った、 運用の問題になって、 

調査団が入るなんてこともあります。 ですから、バ 

ラつきは色々あります。 

それから、ここに 3 番目で「生保ビジネス」と書 

いてありますけども、 まぁ、こういうのがなかなか 

新聞にも見なくて、大都市だけかもしれませんが、 

あの、無料宿泊所でもなく、不動産屋さんと食料品 

の販売屋さんですね。 最後の方は、 先ほど言ったよ 

うな医療ですね。 無料低額診療事業という病院があ 

りますので、そこに担ぎ込まれますけども、通院は 

認めているかどうか、 最近ちょっと聞いていません。 

で、ここで、行路病人化っていうのは、奈良の山本 

病院もどき、です。それから、これは先ほど言った 

「オイコス」ですね。「オイコス」は 18 人、今まで 

自立支援センター出たひとでを受け取っています 

が、再野宿のひとはほとんどいない、全くいない、

19



ただ、 色んな問題を抱えていることがやっぱりわか 

った。で、一番問題なのは、借金の問題を最後まで 

なかなか言わないっていう問題で、弁護士、彼が言 

っていたように、専門家がのり込んできて初めて、 

わかってきた。すると、「俺も、俺も。」っていうよ 

うなことで広がってきたっていうことであります。 

ただ、今日の「自立化支援塾」と同じかもしれま 

せんが、財政的には非常に厳しい、 人件費部分がほ 

とんど出ないという言い方は不適切かもしれませ 

んが、財政的に厳しい状態にある。 

で、次和歌山にいきます。和歌山市と言っても、 

ここも城下町で、 和歌山市は紀州藩のお膝元ですか 

ら、和歌山城っていう立派なお城があります。で、 

お城のなかにテントを張ると目立ちますよね？で 

すから、大阪市内のテントがこれぐらいの、大きな 

高さだとしたら、ここだけは、木陰、ちっちゃな茂 

みの高さにしろっていうので、2000 年に向かいに 

いる垣田くんと一緒に行きましたけど、まぁ、 当時 

もテントを張っているのはお城だけ、 で、目立たな 

いようにしなさいって感じでしたね。 当時はトイレ 

に住んでいるひともいたり、 まぁまぁ色々あります。 

そういうなかで、新しい組織っていうか、支援団 

体が、クリスチャンの支援団体のひとたちが、 せっ 

せと、毎週水曜日ですかね、夜回りをして、コネ、 

人間関係をつくって、で、まぁ、生活保護の申請を 

はじめるというので、 まぁ、なかなか巡回記録だけ 

で 1000 ページを超ました。こんなぐらい、私買い 

ましたけど。とうので、ただ、ホームレスはあまり 

変わっていません。 

で、和歌山でも、やはり派遣村っていう、まぁ、 

わかりやすく言うと相談行為ですね、 を、開催しま 

した。このホームレス支援団体が行いました。で、 

活動内容は、だから、定期的夜回り、それから生保 

による入居支援ってやつですね。 ここには和歌山大 

学があります。 和歌山大学の場合、 ちょっと地方っ 

ていうか、 山の手の方へ引っ越したので、学生向け 

の、非常に古いアパートがいっぱい残っています。 

で、 そこに入居していただくと。今の若いひとだっ 

たら絶対に住まないようなところを、 まぁ、じょじ 

ょに行っています。で、ここも NPO 化しました。 

で、 行政との関係で言うと、市役所のなかの生保 

係りの方が、非常に協力的なっていうか、まぁ、真 

面目に生保で対応しましょうってことだろうと思 

いますが、始まったっていうことと、市営住宅に、 

を、貸したるよと、その代わり、家賃は 10000 円ほ 

どちょうだいねってっていうので、2 戸、だから寄 

付金より市に支払うとありますんで、これは NPO 

が払ってあげている。だから、2 戸、脱野宿すると 

きの住所設定を作ったって言っていました。 

で、 これは最後のまとめになりますけども、支援 

団体が、なんらかのボランティア活動も含めて、ホ 

ームレス問題をすると、まぁ、 見なかったものが見 

るようになってしまうっていうことがひとつです。 

だから、社会的に潜在化している様々な問題が、ま 

ぁ、こういう問題をきっかけに、これ、垣田氏の最 

後に言ったのと同じです。 そいで、 条件不利なひと 

びと、まぁ、垣田氏は「生活困難なひと」って言い 

ましたが、 生活困難なひとも見るようになってしま 

う、で、こういうのを、行政に「なんとかしてよ。」 

って言っても、 なかなかあの、 重いってことがあり 

ますので、 仕組みをまず民間が作って、 民間団体が 

作って、 行政が後追いするっていうようなこと。 で、 

そのなかに、「専門家集団」って彼は言いましたけ 

ど、キーパーソン、ここで言えば森本さんたち、労 

福協のひとたちっていうことでしょうか、 そういう 

キーパーソンの存在が非常に大きい。 

で、ただ、先ほど水内先生が言いましたけど、生 

活保護が最大の資源になっています。 ローカルなと 

こではね。 そうすると、 この生保だけでのっかって 

というのは、まぁ、大きな社会保障、社会福祉に関 

わる、大きな問題です。 

それから、 私も堺市内でうろうろしてたんですけ 

ど、 既存の福祉関係の組織ってのがなかなか見えて 

こない。わかりやすく言うと社協とかですね。 なか 

なか見えてこないところがあります。 これは非常に 

重要で、今後の日本の社会福祉を考えるのに、 新し 

い問題に、今までの福祉関係、者、って言ったら語 

弊がありますけど、どう関わるのかっていう、 新し 

い問題を、実は、提起しているかと思います。 

で、 先ほど、アウトリーチだとか色々言いました 

けど、一部のその炊き出し支援とか、巡回相談には 

お金が出ている場合がありますが、 一番最前線でや 

っているところに行政はお金を出していないって 

いうのが圧倒的です。 だから任意で始めないと。こ 

こは、なんか考える必要があるかなと。 

それから、 この会の運営もそうでしょうけど、 実 

際上、 ちょっとケアをする、 ちょっと見守りをする、 

ちょっと声をかける、 ほとんど無償労働です。 だか 

ら、 無償に支えられ、社会問題に対応するっていう 

のは、いつまで続くのかっていうのが、まぁ、大き 

な課題かなって思ったりします。 

で、 後は資料を見ていただければ、 これ、 実は 「韓 

日」 という有限会社です。キムチを売ったりする会 

社がついでに、「空いているアパートを、不動産物 

件を私のところに出せば、利益を出しますよ。」っ

20



ていうようなことをやっていて、 最近は給食を配る 

運転手さんを募集したりしています。 で、弁護士会 

が叩き始めた。2 食で 53000 円ですから、高いとい 

うのか、1 食 1300 円のお弁当、で、これを契約し 

ないとあかんというので、で、市内は結構います。 

というので、 あとはこれが自立支援センターおお 

いずみ。8 月 16 日の巡回、で、こうテントがある 

ところだけを撮っていますので、 差が見ないかもし 

れませんけど、 上が 80 ぐらいあったときですかね。 

下はいるところだけ撮ってますので、5 つ程度まで 

減っちゃって。 じゃあ、 ほかはどこに行ったんやっ 

てことが大きな課題ですけど。 一番最後の写真は自 

立支援センター。地元との関係で言うと、これ、1 

周 4 キロの公園のなかにありますので、 周りが全部 

こういう木です、はい。というので終わります。 

■５ 
福山市のホームレス支援 

大阪市立大学都市研究プ 

ラザ特別研究員 堤圭史郎 

［使用パワーポイントは、59～64 頁に掲載］ 

みなさんこんにちは。 堤と申します。よろしくお 

願いします。私からは、広島県福山市の、「福山と 

もしびの会」と「ひまわりの会」が共同して行って 

きた支援活動について、 それと最近どのような状況 

になっているのかについてお話しさせていただき 

ます。 

この報告でも「野宿者」「ホームレス」という言 

葉を使うんですけれども、 それは垣田さんの説明に 

ならうことにします。 

私は、福山市の生まれなんですね。 京都で大学時 

代を過ごし、大阪市立大学大学院で、ホームレス問 

題等の社会問題について研究してきました。 それで、 

大阪のことは研究して色々と勉強してたんですが、 

実家に帰ってみると、 福山にも野宿をしているひと 

がいると。それで母親が言うには、実家から徒歩 2 

分のところに、 かなり精力的に野宿者支援に携わっ 

ている方がいらっしゃると。平田さんという、70 

歳を超えたご高齢の方なんですが、 その方が精力的 

に炊き出しや生活物資の支援を、2001 年ごろから 

ずっとやってこられていたんですね。そして、「福 

山ともしびの会」というグループも、全国で野宿者 

が増えてきた 1999 年から支援活動を始めていたん 

ですね。 自分の故郷でも厳しい状態にあるひとがた 

くさん生みだされている。 大阪のことは勉強してい 

るけれど、 故郷のことは何も知らないというのも変 

な話だなと思い、2003 年頃から月 1 回程度なので 

すが、 支援活動に参加させていただいてきたわけで 

す。

この活動にどんな人が参加しているのかといえ 

ば、 主婦の方もいるんですが、 職持ちのひとが多い 

んですね。 ですので、専従で支援活動に携わってい 

るひとはいません。みんな時間があるときにやる、 

そういう活動になっています。「細々と」と言いま 

すか、 あまり組織立っていないボランティア活動が 

行われているわけです。 

いろんなひとが集ってやっています。 あまりいい 

写真がないんですが、 軍手や石鹸を配ったり、 お弁 

当を配ったり。 それとこれは、 炊き出しのご飯を作 

っているところですね。 カトリック教会で作ってい 

ます。でも、信徒さんがやってるわけではなくて、 

むしろ信徒さんじゃないひとが多いですね。 仏教系 

の信徒さんもいらっしゃいます。 

時間は、 第 2〜 4 土曜日の午前中と毎週日曜日の夜 

に、おにぎりを配ったり、一緒に豚汁を食べたり。 

福山駅の——北側にお城がある駅で有名ですよね、 

そのお城の側にある公園で炊き出しをしています。 

それでは、 福山ではどのようなひとが野宿に至っ 

ているのか、ほんのさわりだけお話します。まず人 

数ですが、2004 年ぐらいが一番ピークだったんで 

すね。58 人。これはあくまで概数で、これより多 

かったと思いますが。それが年々減少して、現在 

20 人台で推移している状況です。 

福山市及びその周辺地域で生活してきたひとが 

多いです。広島や山口や、岡山。あと九州地方出身 

者も少なからずみられます。1999 年の大阪市野宿 

者調査では、 野宿者の 4 分の 1 くらいが九州出身者 

だったのですが、 グループのメンバーが話をしてい 

ても、 旧産炭地出身の方が結構多いっていうんです 

ね。 地方に仕事が乏しいことも背景にあると思われ 

ます。 

それと、 職業では全国の造船所を渡り歩いてきた 

ひとが結構見られます。 福山や尾三地域の沿岸には 

多くの造船所が見られます。そこで溶接工や、 掃除 

等の雑業の仕事に就き、 全国を渡り歩きながら生活 

してきたひとたち。 福山は九州方面から東京や大阪
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に行く中継点ですので、 長くは留まらないひともい 

ます。大阪だと、建設現場で働いてきたってひとが 

多く見られるんですが、 その傾向は同じように見ら 

れます。それとともに、 造船所で働いてきたひとが 

見られます。そして、瀬戸内にあることを反映して 

か、 船乗りだったひとも。 潜水士だったひともいて、 

待遇は日給月給のかなり不安定なお仕事。 そういっ 

たお仕事に就いていたひとが見られます。 

それでは、 福山市の野宿者問題への対応について 

です。まず冒頭に「官民協同」と書いていますが、 

どういういきさつでそうなったのかを触れておき 

たいと思います。まず、「ホームレス自立支援法」 

が 2002 年に施行され、「関係自治体はホームレス問 

題に対応しなさいよ」 と法制化されました。それ以 

前において、 福山市はどういう対応をしていたのか 

って言ったら、 人数を数えたりはしていたのですが 

それ以外にこれといった対応はなかったわけなん 

です。それで法律が施行されて、数は把握していて 

も個々のひとがどんな問題を抱えているのかよく 

わからない。 何から手をつけていいのかわからない。 

そういう状況に、行政もあったんです。 

一方で、ボランティアの方はどうだったか。先ほ 

ども言いましたように、ご飯を配ったり、生活物資 

を配ったりをしていた。 これはとても大切な活動で 

す。 しかし一方では 「本当の支援になっているのか」 

という疑問もでてきたわけなんですね。また、 市が 

ホームレス問題にどんな対応をしようとしている 

のかがわからないっていう不満もあったわけなん 

です。 

そんな状況にある中で、「ボランティアのみなさ 

ん、教えてください」と、市の職員さんの方から働 

きかけがありまして、 意見交換会を設けたんですね。 

それをきっかけにして、一部の市の職員の方が 「ボ 

ランティア」として、この活動に参加することにな 

ったんです。そこから、 福山市のホームレス問題へ 

の対応が大きく変わり始めたんですね。 

生活保護窓口の職員の方々が 「ボランティア」 と 

して炊き出しに参加すると。そこで要は、個々のひ 

とたちの事情をしっかり把握していこうと。 かなり 

問題意識を持った職員さんが、 そうやって出てくる。 

そういうことを今までやってきているんです。 

パワーポイントに赤字で「ボランティア」と書き 

ましたけれども、これってよく考えてみれば「時間 

外労働」にも見える、ちょっと微妙な活動でもある 

と私は思うんですね。 問題がないわけではない。し 

かし、こういうかたちでやられてきた。 

この取り組みで重視しているのが、いわゆる「顔 

と顔の関係作り」に努めるってことです。なじみの 

関係をまず作る。 ボランティアのひとたちにしても、 

最初野宿場所に弁当配りに行っても、「いらない」 

と言われたり、「ほっといてくれや」って言われた 

り、 そういうことがあるわけです。 しかしそれでも、 

何度かふれあっていくうちに、 一言、二言と会話を 

するようになっていく。 同じようなことを職員さん 

もやるわけです。 

もちろん、福祉窓口の職員さんからしてみれば、 

「居宅保護につなげたい」 という意向があるわけで 

すが、 一方で野宿しているひとにとって相談窓口は 

敷居が高かったりもするんですね。「一度、役所に 

行ったことがあるんだけれども、 全然話しにならな 

いよ」って。「あの職員さん、なんにもわかってね 

ぇよ」って聞くこともよくある話なんです。 

「まだまだ野宿しながら自分でがんばる」 ってい 

うひともいるし、また、先ほど中山先生が「借金の 

問題は後から出てくる」と仰っていましたが、 ひと 

には言いにくい事情を抱えているひともいる。 また、 

一方では、「野宿場所から出て行け」っていう行政 

の顔もあるわけです。 そんな行政の一面に対する不 

信感っていうのもあるんですよね。 

そういう中で、 どういう風に関係を作っていくの 

か。「見守りの支援」 と書きましたが、 そこでは 「居 

宅に入らへんか？」 と説得したり強要したりするの 

ではなく、 とにかくまず、なじみの関係を作るって 

いうことなんです。 

これは 「野宿生活の継続を支援している」とも見 

えますよね。「居宅につなげたい」っていう意向と 

一見矛盾した感じがします。しかし、説得に努める 

だけでは、 必ずしもいい方向にはいかないってこと 

を、 ボランティアのひとたちも、行政のひとたちも 

理解しているからこそ、 この様な対応を行っている 

わけです。 もちろん、職員さんにも葛藤がないわけ 

ではありません。しかし、「現状ではそれがベスト 

の選択なんだ」 っていうことで行っているわけです。 

そして、 個々の当事者が抱えている問題状況を把 

握していくと。 それが何もわかってなかったら、居 

宅移行してから、「実はアルコールの問題を抱えて 

いた」とか、「うつ病を抱えていた」ってことが、 

後でわかるなんてこともあるんですよね。 そして再 

び、 野宿に戻るなんてことも無きにしもあらずなん 

です。 

先にそのひとの周りのひとたちが、 そのひとの問 

題状況を捉えた中で、「そんじゃあ、この後どのよ 

うにそのひとの生活を支えていくのか」と。居宅に 

移行させるだけじゃなくて、 その後の対応も射程に 

入れた上で、関係づくりに努めているんですね。 

そして、 ケースワーカーさんは仕事をしている中
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で、 空いたアパートの情報を聞くこともある。 例え 

ば、 保護受けていたひとが亡くなったと。そして生 

活物資とか、たんすとか、冷蔵庫とかもそのまま残 

っていると。「あんたさえ気にしなければ、そのあ 

と、そのまま入らへんか？」っていう風にね。そう 

いう情報を、おおっぴらには言えないけど、こそっ 

と教えてあげる。関心をもったひとには、「不動産 

屋さんに行ってごらん」と。当事者自身が自分でア 

パートを探した上で、 相談窓口を訪ねる。そういう 

かたちをとっているわけです。 

窓口を訪れたひとについては、 対応にあたる職員 

さんに、 そのひとの事情を理解している職員さんが、 

「このひとは、 ○○の事情を抱えているから、 いつ 

もよりももっとわかりやすく説明してあげて」 とか 

ね。 そういうアドバイスを送って、 窓口でのディス 

コミュニケーションの低減に努める。 そうしたこと 

をやっきてるわけですね。 

で、 これがアパートの一例なのですが、 近くの大 

学に通う学生を当てこんで建てたんだけど、 あまり 

店子がつかない。それで、「保証人なしでいいから」 

と大家さんが言ってくれているようなアパートで 

す。 ただ、同じところばかりを紹介されるのも問題 

だそうでして、 ケースワークの業務は地域ごとに区 

切られているので、 同じところにたくさんのひとが 

入ると、 担当のひとの仕事が膨大になってしまうそ 

うです。 

そして年 2 回、「福山ともしびの会」と「日まわ 

りの会」は、「野宿生活者とボランティアの交流会」 

をやっているのですが、 それに福祉課の窓口職員が 

たくさん参加して、生活相談をしています。これは 

当事者のみなさんにかなり好評でして、「職員さん 

が向こうから来てくれたのがうれしい」 っていう感 

想も結構聞かれます。 それで、 自ら窓口に訪れるひ 

とが増えてきたんです。 

交流会ではご飯を食べながら、 わりとなごんでい 

ます。そこに職員さんもたくさん参加しています。 

カラオケをしたり、余興もあったりです。パワーポ 

イントの写真ですが、 今回は紙芝居でした。職員さ 

んが手品を披露してくれたりしました。 

こんな感じで、窓口の職員さんが、「ボランティ 

ア」なのか「時間外業務」なのかはともかく、こう 

いう感じで窓口から出てきて以降、 野宿者数は減っ 

ていったと。要因はそれだけではないでしょうが、 

これも一因なんだと思うんですね。 炊き出しの場は、 

孤立しがちなひとびとが、 様々な社会資源に接触し 

得る、 そういった社会的交流の 「場」 であると。「ご 

飯を配るとか、 ものをあげるだけで支援になってい 

るんだろうか」って考えがちなんですが、そんな 

「場」をねばり強く維持してきたことが、結果とし 

て様々な可能性を広げていったのではないかと思 

うわけなんです。そして最初から、 垣田さんが紹介 

された団体のようにノウハウのあるひとばかりだ 

ったわけじゃないんですね。「ど素人」。私たち、み 

んなど素人な状態で、10 年間続けてきたわけなん 

です。 その中で市職員やお医者さんや弁護士さんの 

ような協力してくれる人も現れたのです。 それもこ 

のような「場」 を維持してきたからこそなんだと思 

います。 

それでは最後に「現状と課題」です。前後します 

が、さっきの図に返ると、2006 年から 20 人代でか 

つてに比べて減ってはいるんですが、 横ばいなんで 

すね。なぜかというと、 野宿化するひとがあとを絶 

たないということなんです。 蛇口の栓が開きっぱな 

しな状況はあります。 炊き出しには毎週 1〜 3 人の新 

しいひとが訪れるんですね。また、 ひとりでの居宅 

への移行がより困難な状況を抱えたひとが、 路上に 

残っていくという傾向も見られます。 

しかしその背景には、 ずーっとこうやって交流を 

続けていても、なかなか知りえ難い、当事者の「苦 

境」 というものもであるわけなんです。 私たちが路 

上で 10 年来おつき合いしてきたおっちゃんで、仮 

に福山の「フクちゃん」としときます。そのフクち 

ゃんが、居宅に移ることになったんですね。10 年 

以上も野宿を続けて。 最初はヘンコで、 全然口もき 

いてくれへんし、 なんか変わったおっちゃんやなぁ 

って思って、私も接してたわけです。しかし、その 

後、 色々と話せる仲になって、 炊き出しを手伝って 

くれたりってこともあったんですね。なのですが、 

「居宅に移らへんか？」って言ったら、「いやや」 

と。名前も教えてくれないんですね。いつも「フク 

や」って言うわけです。偽名を使うわけでもなく、 

「フク」なんですね。 

それが、最近中学生による襲撃があったり、よか 

らぬ市民からのいやがらせもあって、「ちょっとも 

う耐えられんわ」ってことになって。それで、ケー 

スワーカーのひとと平田さんに相談したんですね。 

「居宅、フクちゃんが受けたければ、できるんよ」 

と。60 歳前後の方なんですが、「何か言えんことあ 

るん？」「何が障害になっとるんよ？」 って聞いて。 

でも、「もうそんなこと言わないでいいから、ちょ 

っととりあず、 居宅にせな危ないで」っていう話し 

をしたんですね。 そうするとフクちゃんが、「いや、 

言えんことは別になにもないんや……。でも、 これ 

だけは覚えとってくれ」と。「……ワシは字も書け 

んし、読めもせん！！」って。ものすごくやりきれ 

ん声で言うたんです。10 年付き合って、初めてや
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っと、 なんで名前も教えてくれへんのかってことが 

わかったんです。 

要は、「名前なんですか？」って聞かれて、例え 

ば「堤圭史郎です」って応えたら、「漢字はどう書 

くんですか？」 って聞かれたりしますよね。要はそ 

こで、もうつまるわけですよね。交流会に参加する 

と最初は言うてても、 名前を書かされるかもしれん 

となると、 足が遠のいていったりする。 そういった 

行為が、周りからしてみれば、 すごくヘンコな感じ 

に思われてしまったりする。 

だけど、「字が書けないし、読めない」というひ 

とが、 例えばオールドカマーの在日韓国朝鮮人の方 

たちにもたくさんいらっしゃるということを、 私た 

ちは知識としては知っている。 けれども、普段の会 

話からだけでは、わからないこともあるんですね。 

本当に残念なことだけど、一方でこれは粘り強く 

「場」を維持してきたからこそ、わかったことでも 

あるわけです。 

そして、堰を切ったように言ったフクちゃんに、 

「わかった」と。「もう字のことは大丈夫だから、 

居宅に上がったときになんか困ったときには、 わた 

したちが協力するから大丈夫だよ」って言って、現 

在居宅入る方向に進んでいるんです。 

様々な課題があるんですね。居宅移行後の生活、 

例えば、 軽度の知的障がいを持ったひとであるとか、 

また、 居宅移行後もアルミ缶やごみを集め続けるひ 

ともいないわけではないんですね。一部ですけど。 

そういった生活をどう支えるのかという課題もあ 

ります。 

また、今年の状況として、生活保護申請件数が急 

増していると報道されています。 福山市の生活保護 

率なんですけれども、ここ 2 年間で 0.2％上昇して 

います。 そういう状況の中でケースワーカーを増員 

するのはいいのですが、 炊き出しであるひとから聞 

いた話なんですが、窓口で 「大阪までの旅費を持っ 

てるんなら、釜ヶ崎に行け」と言われたひともいた 

というんですね。 いい面ばかりだというわけじゃな 

い。

また、社会福祉協議会の生活福祉資金について、 

10 月から保証人なしでも有利子で借りられるとい 

う制度が始まっているのですが、開始後 1 週間で 

52 人が申請していると。先ほどからも何度も話題 

に出ている「派遣切り」が、市内の中小企業を中心 

に出てきている。昨年末あたりは、 大企業を中心に 

出てきていたわけですが、 それが現在、 中小企業を 

中心に広く展開されているという状況があります。 

あと、 若年層の野宿化という話もあります。 また、 

炊き出しに来る「新顔」が、これまで 2〜 3 人だった 

のが、現在は 7 人くらいにという状況です。もしか 

したら、2003〜 04 年の状況に戻りつつあるのかもし 

れません。 また、まだ野宿には至っていないけれど 

も、 電気も止められて、 水ももう止められそうだと 

いう、 かなり困窮した状況のひとからの相談も増加 

しています。 

また……これは 「なぜなのかな？」 と思うんです 

けれども……野宿者数は減少する一方で、 多かった 

ときにはそれほどでもなかった市役所への市民か 

らの苦情が、最近増加している傾向も見られます。 

最後になりましたが、 垣田先生も仰ってましたが、 

この野宿の問題を、もっと広い概念としての「ホー 

ムレス」、文字通りの「ホームレス」っていうかた 

ちで捉える必要がある。 その背景にある様々な貧困 

のかたちに、私たちは真剣に、 目を背けずに見なけ 

ればならない段階が、 既に来ているんだと思います。 

様々なかたちで、 私たちの活動にも大きな転機に来 

ているかと思います。 

■６ 
徳島におけるホームレス 

支援活動の現況 新しい自立化支援塾代表 

森本初代 

［使用パワーポイントは、65～69 頁に掲載］ 

「新しい自立化支援塾」森本といいます。今日おい 

でいただいている方で、 森本の話しをこういったか 

たちで聞かれた、 今までに聞かれたことがあるって 

方、すいません、ちょっと挙手をお願いします。あ 

まりおいでないんですかね。はい、 ありがとうござ 

いました。 

今回あの、 先生方のお話しがですね、すごく貴重 

なお話しが多かったので、 うちの活動については走 

り走り行かせていただけたらと思います。 元々、う 

ちの活動はあの、他府県にあるように、 ホームレス 

支援をしようと思ってした活動ではありません。 平 

成 13 年、こういうようなかたちでごみの山から発 

した活動です。 たまたまですね、南末広の徳島フリ
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ー跡の公園でですね、 最初は 3 人と 1 ぴきで始めた 

んですけれども、そのときにですね、たまたま通り 

かかった 2 人の当事者がですね、 お手伝いをしてく 

れたっていうので始まりました。 

「新しい自立化支援塾」 はこの会は県下のホーム 

レスの生活実態調査を行い、行政、自治会組織、 

NPO 団体、各種関係機関など、新たな連携による 

支援策を開発し、 ホームレスと共に社会貢献活動を 

促し、 多様な自立化の方と調査研究をすることを目 

的として作った団体です。かつて、「人生という旅 

路のなかで、道に迷っていた政策難民」と、私は呼 

んでいました。 これはかつてなんです。 こんなよう 

なかたちで、公園でおいでました。 

様々な活動と共に、ここでおいでるひと、ちょっ 

と顔はあんまり映ってないんですけど、 ほとんどの 

方は自立されていっています。で、これもですね、 

色んなかたちで、畑の芋ほりまで。あと、右下です 

かね、そちらのほうは、とこれ、公園作りですね。 

公園の花壇も作っています。「ごみゼロの日」、 こう 

いうようなかたちで、これ、漂着ごみですけど、こ 

のようなかたちで地域のひとと、当事者、みんな集 

まってきて、 こういうふうなかたちで活動していま 

す。

これイベントの社会貢献活動です。 こちらの方が 

阿波踊りですね。 こちらが徳島市の農水展だったか 

な、 はい、 そんなようなかたちです。 これはですね、 

地域の、私は環境活動、 もともと町づくりと環境活 

動をやっていましたもので、ごみの減量とか、 漂着 

ごみのこととか、 そういったのがすごく問題になっ 

ていまして、 まぁもちろん竹林の保全活動も兼ねて 

なんですが、これはごみの減量ということで、 こち 

らのところですね、 炊き出しをするという名目でで 

すね、ここで、煮炊きしまして、これはバンブーラ 

イスにする竹割りですね。 荒れている竹やぶに入り 

まして、 こういうふうなかたちで採ってきたりして、 

で、 地域の防災訓練と称して、 こういうようなかた 

ちで活動しています。 

これが、 かつてこういう場所が徳島にありました。 

みなさんもこういうの目にされたことがあります。 

最近はほとんど、 こういうような状態のひとはあり 

ません。こちらですね、車のなかで生活している。 

この方もそうですね。この方最後に、今年の 2 月で 

すかね、3 年ぐらいですかね、公園の茂みのなかで 

おいでました。もう大変な状況で、 あと 3 日遅れて 

いると、たぶん命なかったと思いますね。これ、国 

勢調査のとき来られたんですけど、 国勢調査から何 

年になりますかね？そのままで、 ご本人の意思で出 

てこられなかったので、 なかなか説得しても出てこ 

られなかったです。もう、今年の 2 月には、私がだ 

ましたようなかたちで、「他に寝るところがあるの 

で、出てきませんか？」っていうことで、他のサポ 

ートメンバーと一緒に、 抱きかかるまではいかなか 

ったですけれどもね、 救急車呼ぶのも固辞されまし 

た。うちのあの、シルターと呼んでいる、荷物を置 

いているところで、 何日か泊まっていただきまして、 

居宅を見つけて、 今は自立して元気になっています。 

これ、街角相談ですね。これ、一番最初のことは 

結構人数来られてたんですが、 今年はですね、 さし 

ていただいたんですが、 わずか 2 名でした。やはり 

あの、生活保護、先ほどもあの、徳島市は随分遅れ 

ているような、 ああいうデータになるんですが、逆 

に、 徳島市、徳島県の方が一生懸命がんばっていた 

だくおかげで、 こういうようなかたちで相談に来る 

方はすくなくなりました。 どちらかというと、 役所 

の方に直接相談に行かれたりとかっていうことで 

少なくなっています。まぁもしくは、支援塾と、支 

援塾の方に関わると、 ボランティア活動とか、 お掃 

除がついてくるかなとか思ったりもするんですが。 

まぁそんなようなかたちでしています。 

これも収入が激減ということで、 アルミ缶とかの 

をしているんですけど、やっぱり、激減です。少し 

上がりましたが、キロ 40 円ぐらいですかね。高い 

ときは 130 円してましたね。で、こういうのんで生 

活されていた方は今は、とってもやないけど、 生活 

できない状態です。 これはかつてこんなような状況 

で、先ほどもありました、病院中心に、動いていた 

ので、病院のっていう、 このようなかたちになって 

います。 これですね、 最近、 住宅の確保ができれば、 

緊急保護はできる。迅速かつ効果的な対応で、 自立 

も早いです。実際就労に、この大変なときに就労に 

就いている方もおいでます。 それから救護施設での 

緊急保護。 残念ながら、 徳島市の独自の救護には今 

のところ、うちから行ったひとはいないんですが、 

徳島県には 3 施設あります。 そのうちの 1 つのとこ 

ろで、緊急保護で、搬送っていうのは、管理者の行 

政の方がお車出してくれたり、 あと、警察関係の方 

がお車出してくれたりすることが可能になってい 

ます。それで対応が早いです。 

それと、専用携帯の開設により、活動が拡充して 

います。 お困りの方は支援塾の携帯の番号が入って 

いますので、 最近インターネット使われる方も多い 

ので、直接連絡があります。もしくは、行政の窓口 

のところにもうちのチラシ置いています。 で、 それ 

で連絡があったりします。 

あとあの、 徳島県の特徴なんですけれども、ほん 

とに安心 ・安全な町っていうのはこういうことから
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できるんだろうなって思いますけど、 行政が 5 時に 

閉まった後ですね、 連絡ができないときには警察の 

相談窓口、シャープの 9110、これは徳島県じゃな 

くて、どこででも使ます。私あの、緊急要請があっ 

て、大阪にいたのを忘れていまして、シャープの 

9110 をかけたら大阪府警が出まして、ちょっと大 

変な思いしたこともあったんですけど、 あのみなさ 

ん覚えておいていただいたらなと思います。 

で、最近の支援実績は、こんなようなかたちで、 

救護施設 7 名、 うち女性 1 名、 生活保護申請 10 名、 

支援要請したままいなくなったっていうひとがや 

っぱり 3 名あります。 

あとあの、 ちょっとショッキングなことがちょっ 

とつづきました。どちらも病院で、だったです。他 

府県のなかではアパートのなかで何日も気が付か 

なかったってことがあるんですが、 病院で手厚くご 

支援いただきまして、 最後はすごくあの、なんて言 

うんですかね、 笑顔が見たぐらいの方だったんです 

けれども、2 人とも残念ながら、です。 

あとはね、 最近の傾向なんですけれども、どこも 

そうだと思うんですが、 犯罪歴のあるひとの支援で 

す。 ちょっと何名って書くとあれがあると思うので、 

1 名、2 名ではありません。 

若者及び、 就労困難層の自立支援の実績というこ 

とで、就労自立が 2 名、ホームヘルパーの 2 級資格 

取得、橋渡し訓練終了者 2 名、 ハローワーク経由で 

の職業訓練、 このハローワーク経由の職業訓練の方 

については、あの、もう何年か前に支援して、自立 

されてて、 もうほんとにがんばっておいでた方なん 

ですが、 そのうちの方が、 今回の景気の悪くなって、 

またお仕事にあぶれていて、で、それでつながれて 

いるっていうお話しで書かせていただきました。 あ 

とは一般の家庭の方で、「今どうしていいかわから 

へん。」っていうような方で、ほんとに困って電話 

かけてこられた方が、 職業訓練に就いているってい 

うことです。あと、短期就労、これは若者サポート 

ステーションの方たちとも一緒に、短期就労、 日雇 

い、もしくは短期の、1 週間ちょっとぐらいですか 

ね、就労に就いています。 

で、これ課題としてはですね、橋渡し訓練と、全 

福祉からの早期脱却できるようなシステム作りが 

必要なんじゃないかなっていうことなんです。 法外 

援助のある自治体に支援要請が集中、 特に徳島市に 

集中しています。 自立意識のないホームレスのひと 

が、他の団体さん、あの、先ほどうちの団体だけっ 

てお話しがありましたけど、あの、 ホームレス支援 

の団体ではない団体さんが、 やっぱりご支援されて 

いるっていうのも他でもお聞きします。 結構熱心に 

やっていただいているので、 あのそういうようなか 

たちでできています。 

就労による生活保護廃止になった場合の保証人 

が困っています。 私たちの方も生活保護の裏づけが 

あればいいんですけど、そういうようなかたちで、 

どうしていいのかなぁと思っています。できれば、 

全国ネットの方と連携できればと思っています。 と 

あと、緊急搬送受けてくれる病院が少ない。今回初 

めて、久しぶりにですね、緊急搬送なんですが、残 

念ながら徳島市では受け入れてくれるところあり 

ませんでした。 まぁ、インフルンザの疑いもあった 

ので、 そういういようなかたちになったのかもわか 

んないんですけど、 やっぱり病院自体も厳しいのか 

なっていうところです。 

あと、緊急保護したけど、メンタル面、要するに 

精神を病んでいるけど、家族がないので、家族が一 

緒でないと病院連れていけない。 人権の問題もある 

ので、 ご本人が望まないご支援っていうのはなかな 

かできない。でも、きっと、ご本人はきっと悩んで 

おられると思うんですけど、 どうすることもできな 

いってことです。あと、保護申請に、窓口が色んな 

ところで色んな窓口が、 ひとりにかけて結構大変で、 

去年の 11 月からですね、若者のひとたちの支援活 

動をお手伝いしています。これ、全部で 45 件あり 

ました。 

こういうようなかたちで。1 人に何日もかかりま 

す。ほんとに、大変な思いでやっています。できれ 

ば新たな人材、 行政の窓口の方たちも含めて大変な 

思いされてます。、どんなにかなればいいと思って 

います。、みなさんで一緒に考ていければいいと思 

います。これで終わります、ありがとうございまし 

た。 

■７ 
垣田アドバイザー 

コメント 

久積： 

ありがとうございました。4 名の方から報告をい 

ただきました。発言をいただきました。地域で、地
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域の特性を踏まて、 様々な取り組みを紹介している 

事例もございました。 それでは、アドバイザーの垣 

田さんのほうから、その 4 人の発言を受けて、 一言 

コメントをいただいて、 おおよそパネラーのみなさ 

ん方、同じ方向を向いておられますので、パネラー 

同士でお話しをするということよりも、今日、 徳島 

で開催しているということでございますので、 徳島 

で様々な取り組みをしている方の発言も紹介をし 

ながら、 地方都市における生活困窮者の支援という 

ところに絞り込んだ、 メッセージなり発信なり、政 

策提言というところでの最後のそれぞれの方から 

ご発言をいただくと、 こんなかたちで進めたいとい 

うふうに思います。それでは垣田さん、 よろしくお 

願いします。 

垣田： 

はい、私からは、先ほど 40 分、45 分近くしゃべ 

らせていただきましたので、 今の 4 人の方々のご報 

告、それを、それが、この後のフロアのみなさんと 

のディスカッションにうまくつながるようなかた 

ち、そういう趣旨、意味合いも込めて、今の 4 つの 

報告に対してコメントをさせていただこうと思い 

ます。 

今、3 つぐらいにわけて、メモを、頭を整理して 

いるんですけれど、例えば、中山先生とか堤さんの 

報告でも強調されていたように、あの、見る、見な 

い、 これも水内先生の報告も一緒だったんですけれ 

ど、 彼らの存在が見るとか、見ないとかいうふうな 

ことがひとつキーワードになっているだろうと、 そ 

のときに、私が一方で基調講演で強調したような、 

彼らの存在が見るということだけではなしに、 例え 

ば、堤さんが N ちゃんの話しを引き合いに出して 

いたように、存在が見たんだけれども、 彼らが抱て 

いる問題の中身っていうのが、 さらにまた見ないと 

いう段階っていうんですかね、 存在が見ただけでそ 

こで終わりなんじゃなくてですね、 彼らが何の問題 

を抱ているのかっていうのは、 支援をするなかでと 

か、彼らとの、当事者と支援をする我々との、なじ 

みの関係といいますか、信頼関係といいますか、ま 

ぁ、 このひとら、本気で俺のこと助けようと思って 

くれてんのやなっていうふうに、 彼らが我々支援者 

を見る目っていうもの、 それに気付かせてくれてい 

るんじゃないかなっていうような、 そういう意味も 

込めて、見る、見ないっていう言葉っていうのは、 

このホームレス問題とかホームレス支援において 

のキーワード、 であるだろうということを考ていま 

す。

それと、中山先生、堤さん、うん、森本さんのご 

報告の絡みで、もうひとつ言うと、そのやっぱり、 

私の講演でもそうでしたけれども、 野宿とかホーム 

レスという領域にとどまらないんだっていうふう 

な、 問題がどんどん、芋づる式じゃないんですけれ 

ども、まさに、やむを得ずというか、自然にそうな 

っていくというか、 その地域の野宿やホームレスじ 

ゃないところの問題への広がりっていうものが、 こ 

れも自然にですね、そっちのほうに広がっていく。 

で、 我々、支援する側もそっちのほうに視野を向け 

ざるを得なくなるっていうふうな、 実態も見てくる、 

課題も見てくるってことだと思うんですね。 

で、 そういう場合に、これ地域様々なんですけれ 

ども、 いかに、 そのホームレス支援っていうものを、 

拠点にしつつ、 出発点にしつつ、他の一般的な福祉 

のサービス、制度、医療のサービスや制度、それか 

ら、 専門職というようなところとどういうふうにつ 

ながり合うかっていうふうな、 あの、支援者同士っ 

ていうか、資源同士の接点の確保っていうものが、 

すごい重要になるんだろうと。 

今の、マスコミ、今朝もテレビ番組、徳島のホテ 

ルで観ていましたけれども、 世の中が注目している 

のは、ハブ空港なんですね。羽田と成田をどう住み 

分けるか、 ハブっていうのは自転車の真ん中の部分 

とそれから車輪に出て行くスポーク、 で、いかに拠 

点を羽田にするか成田にするか、 関空どうするのか 

っていう議論をされていますけれども、 今みたいに 

地域の生活困窮者とか、 貧困の問題に対応するって 

いう場合に、やっぱりその、ホームレス支援、地域 

で行き場のないひと、 地域で生活に困っていて、ど 

こにも相談に行けへんっていうひとを相手にして 

きているっていう、ホームレス支援って、すごい実 

績あると思うんですね。で、それをケアしていく、 

支援していくっていう、色んな資源とか、知恵を持 

ってきている。 で、 そういうようなホームレス支援 

の活動とか団体とかが拠点になって、 色んなところ 

とつながっていく契機というか条件を持っている 

んじゃないかって、やっぱり改めて思いました。 

ひとつだけ、 大分の事例言います、 事例というか、 

その例を引き合いに出しますと、この間、国民健康 

保険の保険料を滞納しているひとに、 大分市は嘱託 

職員を雇ってですね、 ちゃんと払いなさいって、ト 

ントントンって個別訪問していくんですね。で、そ 

の職員さんが、 なかなかいいひと、 おもしろいひと 

で、「こんぱす」のチラシをなぜか持ってですね、 

私たちのホームページに出している「こんぱす」の 

チラシを、 彼女が、 その職員さんが持って行ってで 

すね、ピンポーンって押したら、どんどん色んな問 

題が出てくるだと。あの、働けない、働けない 60
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のひとと、知的障がいの 55 歳の弟が 2 人暮らしし 

ていて、生活、全然回ってないひととかですね、そ 

ういうのは、 我々路上で支援やっている者にはわか 

らないんですけれども、 その国民健康保険の滞納者 

を訪問していく、 ほんとは滞納しているひとにとっ 

ては手ごわい存在である職員さんなんだけれども、 

たまたまそのひとが、 あの、良きキーパーソンにな 

ってですね、「こんぱす」に色々まわしてきてくれ 

るんですね。ここにあんた行きっていうふうに、そ 

れで、市役所のひとから紹介されましたって、「こ 

んぱす」 にやって来てくれる、 それもひとつの、 今、 

変な例にしましたけれども、 自転車のハブみたいに、 

ホームレス支援の拠点みたいになっているんじゃ 

ないかということが言るんじゃないかと思いまし 

た。

で、最後に、やはり、これは地域ごとのバリエー 

ションっていうか、 水内先生のご報告と森本さんの 

ご報告にありましたけれども、 地域ごとの実態のバ 

リエーションもあるし、資源の、資源っていうか、 

支援のバリエーションが、非常に、地域によって 

色々、地域ならではのものもあったり、 地域によっ 

て色々出てきていると。で、そういう自治体の生活 

保護の対応も、 バラつきが非常にあるっていうとき 

に、 あの、全国的な不況とか派遣切りとか失業が増 

たりっていう、 おっきなうねりのなかで、全国規模 

で起こっている問題に対して、どうしても、地域、 

地域の支援団体っていうのは、ローカルな、地元、 

地元で対応していくわけですね。で、そういう活動 

がもっと新たに展開していくためには、 こういう場 

も支援の一環として、 私は考えて、 位置づけている 

わけですけれども、地域ごとで支援したりとか、実 

態を把握しているひとたちが、 意見交換、情報交換 

するなかで、まぁ率直に、そういうやり方あるのか 

っていう、学ばされることもありますし、あの、こ 

ういうふうな問題をそういう広い視野で見ていく 

っていう、あの、活動といいますか、こういう場は 

非常に重要、 貴重なんだろうなっていうふうなこと 

を思っておりました。私から、コメント 3 点、以上 

です。 

■８ 
質問 

久積： 

はい、ありがとうございました。それでは、先ほ 

ど申し上げましたように、今、3 点について、問題 

提起いただきましたけれど、 それとの関連も含めな 

がら、自由に、徳島の地でどのように、今後取り組 

みを進めていくのかという立場で、 発言をいただい 

て、アドバイザーの垣田さん、それから、4 人のパ 

ネラーのみなさん方との、 討論というふうに進めて 

いきたいと思いますが、まずは、発言をしたいとい 

うふうに思っている方、一度、 手を挙げていただけ 

ませんか？ 

はい、 ありがとうございました。 それでは、 まず、 

手を挙げていただいた、 お 2 人方から、 発言をいた 

だいて、あと、私のほうから、何人か指名もさせい 

ていただきながら、出揃ったところで、 アドバイザ 

ー、 パネリストの方々から、またコメントをいただ 

くと、こういうふうに進めたいと思います。それで 

はそちらの方、よろしくお願いします。 

吉田： 

ホームレス予備軍の吉田と申します。 よろしくお 

願いします。 あのー、 やっぱり、 結果的に考えれば、 

就労の場、 そのひとに合った就労の場をどのように 

確保すべきかが、やっぱり、重大な問題やと思いま 

す。と、今、企業では、コストカットとかいう問題 

でですね、あの、要するに、正社員は採らない、短 

期の労働者と派遣で、 やっていくというふうな考え 

を持っています。 

それとは違う方向に向かうような、 起業っていう 

んですかね、そういうものをやはり、その、自分ら 

で、支援団体が作って、運営するとかですね、それ 

で、それかまたは、現在のような、非情な派遣会社 

でない、ひとつ転んでも、ふたつ転んでも、ずっと 

また新しい雇用の場をなんなら紹介できるような、 

新しいかたちの派遣会社を作るとか、 そいうような 

方向で、やっぱり、働く場をいかに提供できるか、 

これがやはり切実な問題ではないかと思います。 

だから実際にやはり、そうなんだ、企業が、なん 

だその、派遣を簡単にするのはだめとか、そういう
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ふうな相手を批判するじゃなしに、 実際にそういう 

ような労働者を雇える場、 この雇用を確保する場を 

いかに作っていくかが、あの、 もし自分が新しいこ 

れやりたいと思って、 企業がマッチしても、やっぱ 

りいつどこで首を切られるか、 たぶんそういう方は 

精神的もろさもあると思うし、 やっぱり病気を抱て 

いることもどっかあると思います。だから、そうい 

うひとは企業から目がついたら、 すぐカットになっ 

てしまうんですね。で、 またカットされたらいつで 

も帰ってこいよ、 ここで働いてよりどころがあるか 

らという、この、何て言うかな、家庭的な職場環境 

をいかに作っていくか、 これがやはり切実な問題だ 

と思います。以上です。 

久積： 

はい、それではこちらの方、どうぞ。 

扶川： 

あの、 県議会委員やっております扶川と申します。 

あの、 今日は大変勉強になりましてありがとうござ 

います。で、ホームレスの問題から、色んな問題に 

広がっていくというお話しをここでされているわ 

けですが、私の場合は議員ないし、政党としての、 

相談所の活動から、 ありとあらゆる問題が入ってく 

るなかで、 昨今、 その生活保護と、 ホームレスの方、 

あるいは借金問題が激増しておりまして、 その切り 

口で森本さんとのお付き合いが、 はじまっておるん 

ですけれども、 その観点で今発言のありました、就 

労の問題もですね、行政として、例ば有機農地を活 

用した、農業の分野での就労を確保できるのか、み 

たいなことをですね、 行政と議論したりしているん 

ですけれども、NPO なんかを立ち上げる必要があ 

るのかなぁと思います。 

それで、 長いこと発言するつもりはございません 

ので、切実な問題 2 点、 実際に垣田先生が取り組ま 

れている、 あるいは他の先生方が持っておられる情 

報を教えていただきたいのですが、実は昨日、「も 

やい」にも電話をさせていただいて、お尋ねをした 

ことなんですけれど、 当面、生活保護を受けるまで 

の生活資金として、生活福祉資金の緊急告知資金、 

これ、国会で議論しまして、この 10 月から、徳島 

でも使えるように、運用改善いたしました。それか 

ら、生活福祉金というのは、6 ヶ月の居住要件を設 

けてたんですが、徳島の場合は、これも、場合によ 

っては居住要件を求めない、 よその自治体に移って 

も、 場合によっては生活福祉金が使えると、あるい 

は申請できるというような改善をさせたんですが、 

それにしてもですね、 その緊急告知資金とか生活福 

祉資金では間に合わない、 非常に切迫した事例での、 

求められているお金っていうのがあるんですね。 

「もやい」 なんかでは、 それを支援制度を作って、 

カンパを集めて、ご本人に差し上げる、それで、貸 

付をすると、 貸し金業法違反なんかの疑いが出てく 

るので、 カンパでまた戻してもらうような工夫をま 

たしているそうなんですけれども、その点、全国で 

どういうクリアをしているのか、 どういう取り組み 

をしておられるのか、 情報があったら教えていただ 

きたい。 

で、もう 1 点は保証人の問題です。 これも横浜市 

に行ってまいりましたが、 横浜市では、 安心安全の 

民間住宅の保証人制度なしの民間住宅があるって 

いうので、 見てまいったんですが、 これも生活保護 

受給者、高齢者、障がい者、母子家庭なんかは、保 

証人なしで入居できる制度を作っておられる。で、 

そういうこともあって、横浜市なんかでは、非常に 

保護率が高いんだろうとおもいますけど、 ホームレ 

スの方の、 これをですね、この徳島の地域でもぜひ 

作っていきたいということで、 まぁ不動産業界、あ 

るいは宅建業界なんかとの、連携がですね、必要に 

なってくるんじゃないかと、 こういった取り組みに 

ついても、参考になるような取り組み、あるいは、 

あれ、こういうものについての、あの、考え方です 

ね、教えていただければと、2 点お願いします。 

久積： 

はい、ありがとうございました。それでは、あと 

1 人か、 2 人、 私のほうで指名をさしていただいて、 

あと合わせて、 それぞれの立場で、 投げかけられた 

提起について、可能な限り、お答えをいただくと、 

こんなふうにまぁ進めたいと思いますが、、まずあ 

の、徳島で、いわゆる生活困窮者、高齢者を含めて 

ですけども、それを語るに際して、 このひとを置い 

てないと言っても過言ではないと思いますが、 あの、 

社会福祉士の坂尾さん、よろしくお願いします。 

坂尾： 

すみません、 立派な紹介していただいたんですが、 

それほどの取り組みをしているわけではありませ 

ん。ただ、当てるぞって言われてましたので、ずっ 

と考えてたこと、何点か、中山先生にご質問させて 

いただきます。 

とひとつめが、 最近、 相対的貧困率っていうのが、、 

07 年度で、15.7％っていう数字が出て、厚労省のホ 

ームページにのぞきにいきましたら、 ほとんどこの 

ことについての説明ってのがないんですよね。で、 

この相対的貧困率っていう問題について、この後、
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もうちょっと多面的に、 調査なり報告が出てくるん 

でしょうか？それとももうこれで終わりなんでし 

ょうか？ 

それが 1 点と、それと、 私社会福祉士の会員でも 

あるんですけれども、徳島県の、200、たぶん 250 

名ぐらいいらっしゃるんですけれども、 それぞれに 

このビラを配布させていただきましたけれど、 郵送 

で。今日、僕が見る限りにおいては、ほとんど来て 

ないという感じがするんです。 で、 この問題に関心 

がないっていうのではないんでしょうが、 やはり弱 

い。 この問題、 貧困問題に関する全般についてもそ 

うなんですけれども、 関心が弱いなぁって日ごろ感 

じております。 

これ一体何なんかなって考ますと、自分自身が、 

あの、 介護保険の在宅のケアマネージャーっていう 

仕事をしているんですが、 今、 社会福祉の現場って 

いうのは、 とにかくお金になることしか考えないっ 

ていうのが、 社会福祉労働者の属性のようになって 

います。で、あの、生活保護の話しが出てきて、蛇 

口をどうにかせんとあかんやろっていうこと言わ 

れてましたが、 まさにその通りで、 この福祉労働者 

のこの感性の鈍さ、 自分自身のことを言っているん 

ですけれども、 いつの間にかこんなふうにさせられ 

た、ね、病院の職員が、患者さんを捨てるんだとい 

うようなことを言われてましたが、 これは極端な例 

にしても、 介護保険の現場でも、全く同じようなこ 

とが行われていまして、 よーく見ると誰にでもわか 

るんですが、お金のことしか考えてない、経営者も 

労働者も。 そういうふうな体たらくな状況になって 

います。 

で、もうひとつ自分自身のことを言えば、1 年前 

から労働組合の委員長をしているんですが、1 年前 

から、 配置転換の問題で、 労使でもめておりまして、 

で、あの、労働委員会のほうに、不当労働行為だっ 

ていうことで、 問題提起をして争っていました。 で、 

これが突然和解したんですが、 この和解自体は私た 

ちは大変うれしいことだと、 めったにうれしいこと 

なんてないんだけど、 それはうれしいことだったん 

ですが、この問題を契機にして、社会福祉現場が今 

どうなっているんだっていうことを、 訴えることが 

できたらなぁって、私個人は思っていたんですが、 

どうも、この、先ほどから言っています、社会福祉 

の現場全体が、 疲弊しているっていうような事実を、 

あんまり知られたくないと、いうことも、和解のひ 

とつの理由だったんじゃないかなって思っている 

んです。 

労働組合の委員長の私としての力なんて、 ほんと 

に弱いもんなんで、 そんなことはわかっていますが、 

色んなことが理由で和解になったんだろうと思う 

んですけど、そのひとつのなかに、 重ねて言います 

けど、そういうふうに、 社会福祉全体の形相ってい 

うふうなものが、出るのが、具合悪いひとたちがい 

たんじゃないかなっていうふうなことを勝手に思 

っています。 

で、 この蛇口の問題っていうのを解決しないとい 

けないと思うんですが、これをここで言ったら、話 

しが前に進んでいかないと思いますけど、 あの、中 

山先生にコメントだけでもいただけたらと思いま 

す。以上です。 

久積： 

はい、ありがとうございます。それでは、もう一 

方、発言をお願いしたいと思いますが、私ども、労 

働者福祉協議会、介護保険がはじまる 2000 年以前 

から福祉セミナーを開催し、また、 ホームヘルパー 

要請講座を開講したり、 福祉なんでも相談ダイヤル 

っていうことで、高齢者福祉を中心としながら、そ 

の相談事業に取り組んできました。 そこに森本さん 

から電話が入ったのが、 私ども労働者福祉協議会と、 

ホームレス支援、 森本さんとの出会いということで 

ございます。今もつづいております。私どもスタッ 

フの村田さんが来ておりますので、一言、フロアか 

らの発言ということで、 お願いをしたいと思います。 

村田： 

突然の指名でちょっと戸惑っておりますが、 ほん 

とに福祉相談のほうから、 ホームレスとの関わりと 

いうことなんですが、 あの、と今日も前の写真展を 

見せていただいて、あの、性犯罪にということで、 

日本のなかの自殺者が 3 万人、で、 その予備軍から 

言うと 10 万人、それとあの、精神疾患を患って、 

あの、支援を求めているひとの数を言うと、ほんと 

に今の日本の社会って、 住みづらい問題がたくさん 

出てきてるなって感じてます。 ほんとに、ホームレ 

スの方も自分たちの関わりのない問題じゃなくて、 

今の社会の状態が、 これほどセイフティーネットが 

ない状態になってきているということを、 私たちが 

感じていますので、とそのことをまた、 森本さんな 

んかと、どうやってしたら、あの、防げるかという 

ことで、 会の名前も 「自立化支援塾」 ということで、 

あの、進めています。 

あの、 中山先生とか水内先生のお話しも色々聞か 

せていただいたんですが、 徳島のなかで、私たちが 

何ができるかなっていうことを、また考えながら、 

福祉相談も継続させてけたらと思っています。 以上 

です。
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久積：はい、どうぞ。 

谷口： 

小松島教会の谷口と申します。 昨年テレビを観ま 

したら、そのあの、 たくさんの日比谷公園での野宿 

者がいるということで、で、まぁあの、東京とかそ 

ういったところだと、 すごくそういうことが突出し 

てよくわかるんだろうかと、果たして、 徳島はどう 

なんだろうか、で、あの、眉山あたりにテントを張 

って、 生活しているひともちらほらいるんじゃない 

かっていうこと、ちょっと思っていて、 ずーっとそ 

のことが気になっていたんですね。 

と、 それで、 この前、 賀川豊彦の 「死線を越えて」 

っていう映画を観まして、 そのあとパンフレットが、 

このパンフレットが置いてあったので、 それであの、 

ともかく行ってみようと、 果たして徳島の実態って 

いうのはどんなんだろうかと、 すごく気になってい 

たので、 そうしましたら、 先ほど森本さんの発言で、 

いわゆるもう、 目に見るかたちでの、いわゆるホー 

ムレスっていうそういった状況はなくなっている 

っていうふうに、そうではないんですか？ 

なんか、かなりそういった方々は、 自立したかた 

ちで、いわゆる社会貢献活動をしたりとか、就労し 

たりとか、 ちょっと印象を受けたもので、 果たして、 

今も、いわゆる炊き出し的なことっていうのは、も 

う、 いらない状況はあるんでしょうか？それちょっ 

とお聞きしたい、 現状をお聞きしたいっていうこと 

です。 

あと、今度、いわゆる目に見ないかたちで、もっ 

と目に見ないかたちで潜在化している、 いわゆる保 

護が必要な在宅のひとがいながら、 先ほどの垣田先 

生のお話しのなかにありましたように、 いわゆる国 

民健康保険を払えない状況のひとたちのところに 

個別訪問したら、状況がわかってきたっていう、そ 

ういうあの、でもその方が、いわゆるその、公の方 

なんだけれども、その「こんぱす」との関わりがあ 

ったから、 そういうところにつなげていくことがで 

きて、 それで、 いわゆる、 その国民健康保険を払う、 

払わないじゃなくて、 まぁ問題解決っていうところ 

まで、 行ったという話しをお伺いしたんですけれど 

も。

果たして、じゃあ、今の徳島の状況で、ひとごと 

みたいで悪いんですけれども、 そういったパイプっ 

ていうか、 そういったものがどういうふうになって 

いるのか、民間のあの、自立支援塾とその、いわゆ 

る公とのパイプっていうのが、 どんなふうに作られ 

ているのかなっていうのもちょっと教えていただ 

きたいなってちょっとおもいまして、 ごめんなさい、 

ひとごと的な発言で、 まず知ることから、出発した 

いなっていうことで、お願いいたします。 

■９ 
パネリスト リプライ 

久積： 

はい、あとー、ございませんか？それでは、とそ 

れぞれのアドバイザー、パネラーの方から、それぞ 

れ指名された内容についてのコメントを踏まえな 

がら、今後、地方からの発信ということで、何が最 

も必要だということについて、 少し、短い時間です 

けども、 それぞれからご意見をいただけたらと思い 

ます。 

ちょっとその前に、私のほうからも、一言、お話 

しもさしていただきたいと思うんですけれども、 実 

は、先般、私ども、社会的就職困難者のための、就 

労支援事業というのをやっておりまして、 これは障 

がい者の就労支援であってみたり、 一旦離職したひ 

との支援であってみたり、 また、ひとり親の就労支 

援であってみたりするわけですけれども、 そのなか 

で、ひとつ、県内在住の外国人の就労支援という、 

そのためのスキルアップを受ける講座の前段とし 

ての日本語講座、 外国人就労のための日本語講座を 

開講いたしました。 

で、 先ほどの見える、見えないの話しじゃござい 

ませんけれど、徳島県内、80 万人を切った県民で 

すが、6000 人以上の外国人が、県内で生活をして 

おります。私どもの講座に 16 名の 5 カ国の女性が 

講座を受講いたしましたけれど、先般、 そのひとた 

ちと、昼食交流会をしたときに、3 名の方から大粒 

の涙を流されました。で、それはひとつは、みな配 

偶者ビザで徳島の男性と結婚をしているわけです 

けれども、 徳島に来て、 就職をするといったときに、 

ハローワークで、 あんたの日本語能力では行くとこ 

どこもございませんというかたちで、 そっけなく断 

られたと、 そういうハローワークでいいんかという、 

言葉で言えば簡単ですけども、 涙ながらに話しをさ 

れました。
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もうひとつは、 日本人は様々な情報化社会で、 情 

報を入手することができると、 私たちは日本語が十 

分でない分、必要な、生活に必要な情報が入手がで 

きないと。で、せめて徳島県のホームページに、英 

語、ハングル、中国語、スペイン語ぐらいの生活に 

必要な情報の、 外国人相談の窓口があっていいんじ 

ゃないかということと、 緊急時に相談できる相談ダ 

イヤルの開設と、このあたりについて、 自分の徳島 

で生活するに際して、悩んで困り果てたなかから、 

大粒の涙を流しながら、 私どもに問題提起をされる 

と、こういうこともございました。 

で、 さまざまな社会的な課題を抱えているひとた 

ちは、交わってこそはじめて情報っていうのは、明 

らかになるし、 実態も明らかになるというふうな思 

いを持ちながら、 このヒューマンネットワークによ 

るホームレス自立支援につきましても、例えば、大 

分の専門家たちのネットワーク、また、 福山ではな 

んて言いますか、その、 ごく普通のひとたちが参加 

できる、それも強制ではなくて、できるときにやる 

という、 これはものすごくキーワードじゃないかと 

思います。 

それと、徳島もそうですけど、行政の方も、自分 

の職務を通しながらも、社会的な、社会運動、ソー 

シャルアクションということについて、 職務を超て 

関わるというようなことが生まれると、 こんな話し 

もありますけれど、そこらあたりが基本的に、 しっ 

かり押さていく時代かな、 とこんな風に思っており 

ます。 

まぁ私ども、 できることからスタートしておりま 

すけれど、 なおこの私ども社団法人に対してのこん 

なこともやれ、 あんなこともやれという注文もあれ 

ば出していただければと、 こんなふうに思っており 

ます。そういうことを、少し余談ですけれども、申 

し上げて、 それでは順序逆で、 最後のとりは水内先 

生に、 日本の将来に向けて語っていただくことにし 

て、 森本さんのほうから順次お願いしたいと思いま 

す。 

森本： 

扶川先生のご質問で、お話しです。昨年来、派遣 

切りの方たちの条件に、やっぱりうまくいかない。 

10 月から、改正になればとすごく大きな期待をし 

たんですけど、 まだちょっと、 実際使われているか 

どうか、 きちんと使るものかどうかっていうことは、 

私のところでは、まだわかりません。ただ、言える 

ことはですね、 あるところで困っているというお話 

しをしたら、 返せる当てのあるひとしか貸せません 

っていうような、お話しでした。 

やはりあの、後の裏づけがあるとか、そういうこ 

とでないと難しいのかなと。 私のところの団体では、 

まぁできるだけ資金的に、 つなぎ資金っていうより 

も、 つなぎのための生活をする支援物資で、できる 

ものであれば、 お手伝いしています。 で、 もしくは、 

生活保護につなげるっていうことで、 今まで家族と 

のつながりを断たれていた方ですが、それを縁に、 

将来生保のほうで行くんですっていうことで、 最後 

の資金ってことでお願いしたところ、 いくらかの金 

額を送ってこられたっていう事例もありました。 

まぁ、すべて行政に頼るんじゃなくて、 自分たち 

も家族なんだからっていうようなかたちで、 それが 

縁で、またあの、なんて言うんですかね、つながっ 

ていくこともあるかと思います。 

あとあの、 保証人なしの問題ですが、私のほうも 

できれば、生活保護を、なんて言うんですか、保護 

から自立した後の、問題ですね。なんかそういうの 

が、 連携としてできればいいかなと思っております。 

現在はどうしてもご家族の方がおいででなく、 保証 

人がいない場合は、支援塾でつないでおります。ま 

ぁただし、色んなお話しをさせていただいてから、 

ご家族の方とお話しております。 

すいません、 ちょっとこのぐらいしかお話しでき 

ません。徳島で、ホームレスのひとが減っているっ 

ていう、 早口なんで伝わんなかったかもしれないで 

すけれども、ああいうテントとか、 なんて言うんで 

すかね、定住型って言うんですかね、先生方が言わ 

れる、誰の目にも見るホームレス状態で、そういう 

ところでいるっていう方、 もしくは車のなかで生活 

していますという方、 まだ動いている方もあります 

し、 どこかのお友達の家にいてる方もあります。昨 

日見つけたのは、 舟で生活しているっていうひとも 

ありました。それと、だんだん見なくなってきてい 

ます。まだまだ駅周辺でも、ベンチで寝ているって 

いう方もあります。それから、 後はちょっと余談か 

もわかりませんが、生活保護を受けながら、家に戻 

れない、なんらかの理由で、路上で生活しているっ 

ていう方もときどき見かけます。はい。 

堤：

全部に応えていたら、 とんでもない時間になりま 

すので、最初の方のご質問、社会的起業の話につい 

て。 どのように就労の場を確保していくのかという 

ことも大事だというご提案だったと思います。 私も 

そう思います。ただ一方で、野宿しているひとや、 

野宿すれすれのひとたちは、 すでに一般労働市場か 

ら排除されたうえでその状態に至っている。 それを 

民間のハローワークの就職活動だけでどうにかで
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きるのかと言えば、 それはかなり厳しいだろうこと 

は、誰にでも予想できると思うんですね。 

そういう中において、 どのように就労の場を確保 

していくのかを考えていかなければいけない。 そこ 

には、行政のバックアップも必要ですし、新しく仕 

事を創っていくことも考えていかなければならな 

い。ただし、野宿しているひと、野宿すれすれのひ 

とには、一方で「仕事はもう無理や」っていうひと 

もかなりいるわけですね。 身体を痛めているであっ 

たり、もう継続的な就労が困難なひとも結構いる。 

そういうことも含めたなかで言えば、 仕事を創っ 

ていくことと、社会生活を営む「場」を創っていく 

っていうこと。 先ほどのハブの話にもありましたよ 

うに、頼れるネットワークづくり、 それを私たちの 

社会でどのように確保していくのかも大事なわけ 

でして、どっちかだけではだめやと思うんですね。 

仕事の「場」と社会生活を営む「場」の両方をも 

って、要は困ったときであれば「助けて」と言うこ 

とは何もおかしいことではないんだよっていうこ 

とを、私たちが「堂々と」言えるような「場」とい 

うものをどのように創っていくのかっていうこと。 

もちろん仕事は、 ひとのアイデンティティを創っ 

ていくものでもあるし、 そういうものを私たちの社 

会に確保していくのはすごく大事だと思う。 しかし、 

困った時に「助けて」と言える、そしてそれが受け 

とめられる「場」というものを創っていく。その両 

輪をもって考えていく必要があるんじゃないかな 

と思います。 中山先生がたくさん答えなきゃいけま 

せんので、終わります。 

中山： 

どれとどれを、 答えられるかどうかわかりません 

けど、昨年の 12 月 31 日の「朝までテレビ」ってい 

うなかで、湯浅さんが、相対的貧困率は、まぁ低い 

と、で、日本の厚生労働省、それを発表するね、日 

本の貧困状態は一体どうなってるんやっていうと 

きに、 行政は何も答えてないじゃんって言ったとき 

に、まぁ、大村、当時の副大臣が、調べます、つい 

でに野宿について、あの、ホームレスについても調 

査をしますってなことを発言されて、 で、計算の経 

緯は全然わかっていませんけれど、突然、10 月で 

すかね、厚生労働省から相対的貧困率っていう、ま 

ぁ貧困を計る場合の基準っていうのを、国際的に、 

考えましょうっていうひとつの指標ですね。 

で、もうひとつ、重要な、貧困っていう、数値で 

示すとどのような数値になりますかっていうので、 

もうひとつは、 国によって、全部制度が違いますか 

ら、 通常は生活保護受給者というのが、 本来生活保 

護を受給を必要なひと、っていうのを、 ちゃんと全 

部捕捉しているのかっていう、 捕捉率、 テイクアッ 

プレイトっていうのがありますけど、 これについて 

は相変わらず公表しておりません。 ですから時間か 

かるのかもしれません。 

ですから、ふたつあって、ひとつは、まぁ、そも 

そも相対的貧困率っていうのは、 国際的比較のなか 

で、 日本は第何位なの、 っていう指標のひとつなの 

で、もうひとつの指標は、通常は、公的な、困って 

いるひとに出すのが生活保護の制度ですので、 それ 

が本当に困っているひとのどの程度カバーしてい 

るんですかっていうのが、 大方どの国も出してるん 

ですが、厚生省的には 1960 年代から公表していな 

い。ですから、新しい政権にもなったことですし、 

ぜひ、遡って出していただきたいというのが、第 1 

点じゃないかもしれません。 相対的貧困率は湯浅さ 

んがあれだけしゃべっているから、 今日の講演会の 

彼のにも、出ていましたけれど。 

2 点目はですね、福祉現場の疲弊っていうのは、 

実は、あんまり言わなかったんですけれども、 さっ 

きの新金岡病院も、 なぜあんなことまでしなきゃい 

けなくなったのかっていうのには、 ご存知のように、 

長期入院になると点数が減るとかね、 診療報酬制度 

が非常に改悪されていますので、 どうしても一方の 

病院としての経営をどうすんのかっていう問題が、 

一方ではあの、根っこにはあります。ですから、あ 

の、新聞に叩かれたのは、職員がわざわざ、まぁ言 

葉は悪いですけれども、 新聞報道では捨てに行った 

と、 同じ市内の病院でしたのでね、 まぁひとつは、、 

この前、奈良県の山本病院は、まぁ、類似した事件 

はたくさんあるんですが、 根本的には長期入院を認 

めない、あるいは、 そこだと診療報酬制度が変わる 

と、ここには、これも政権変わったのですけど、、 

2200 億、ずーっと削ってきた、というか、社会保 

障費を削ってきたこのツケが、 そういう福祉現場の 

疲弊っていうのに、まぁ、非常に影響を与えてると 

思います。 

で、 介護保険の問題も同じでして、 作ったときか 

ら、ずーっと利用料が、利用料が高くなって、結局 

それで良くなるのかなぁって思ったら、 これも介護 

報酬が削減されるという事態のなかで、実はその、 

福祉現場のなかだけじゃなくて、 福祉現場に送り込 

む学校養成をしている私たちも、「逃げる介護人材」 

って NHK がやってるぐらいからですかね、専門学 

校はほとんど定員割れ、 社会的には必要なヒューマ 

ンサービスの担い手、で、まぁ、あそこ行ったら就 

職できないっていうか、まぁ、3K 職種のひとつに 

なっている。
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私のとこは福祉士ですけれども、 まぁかろうじて 

定員は確保していますけれども、いよいよ、大学が 

福祉から撤退、まぁ、いくつかの学校、まぁ、近畿 

圏だけですけどね。 福祉士の資格試験を養成する学 

校も、まぁ、どんどん増大する傾向にはない。つま 

り、 社会的に必要なサービスを担う、ひとびとに対 

して、金をかけない。という構造が根っこにあるの 

は事実です。ですから、 介護報酬制度の見直しって 

いうだけではなくて、 誰でも、 必要なときに必要な 

サービスをって始まったのが、 もう一度見直し案が 

必要だろうというふうに思います。 

で、 医療の問題で言えば、これ東京で聞いたんで 

すけども、 今度は病床、 ベッドを減らすってことに 

なっていますので、 社会的入院ってのが問題になっ 

ていましたけれど、今度、社会的退院っていう問題 

も出てきますよね。そうすると、地域でそれを、家 

族がいる方はまだいいかもしれませんが、 単身高齢 

者、 あるいは小家族になっていますので、高齢者を 

診きれないひとの行く場所がない、 退院先がないっ 

ていうことになります。 

というので、今、東京では、支援で、支援付き住 

宅、 この住宅っていうのがミソですけれども、 厚労 

省等になんらかの補助金、 まぁ、ケアの部分ですけ 

れども、認めてもらう。あの、グループホームって 

いうと、また縛りがかかりますし、 まぁそういうの 

で、医療や、今日言われたものの、収容先が疲弊し 

ているっていう問題はもちろんあるかと思ってい 

ます。ですから、最近の本で、私は読んでいません 

が、『福祉現場の貧困』っていう、福祉現場が疲れ 

ている、 で、 まぁ、 はっきり言いまして、 福祉士で、 

だいたい介護や老人施設に回されると、 単身のとき 

はいいですけども、 結婚するときどうすんのってい 

う問題が出ることは事実です。 

ですから、 それを変ない限りね、インドネシアと 

ベトナム、ああ、インドネシアのひとたちかな、外 

国人を悪いと言っているわけではありませんから、 

もっと、お金をかけるべきところにかけるという、 

まぁ根本的な問題だと思いますけれど。必要な、だ 

から、先ほど水内先生が言いました、しゃべってく 

れてますけれども、 あの、 大きな改革っていうのは、 

単に政権が、ま、また負けるかもわかりませんけれ 

ど、参議院でね、わかりませんけれど、そこに目線 

を行かないと、 あの、 いつまでたっても、 日本って、 

あの、なんか、一番必要なところに、が、先細って 

いく。で、高齢化はどんどん上がってますので、ど 

うすんのっていう根本問題に、 が、 まぁ徳島だけで 

はなく、我々に問われている問題だと思います。ま 

だ、色々思うことがありますけれど、ちょっと、先 

に回します。 

水内： 

まぁ、細かい質問のなかで、 「あんしん賃貸支援 

事業」ですが、あれはまともに動いていない。4 都 

市ぐらいしかないと思いますし、 数は非常に少ない 

です。で、横浜市が生活保護が多い、たくさんホー 

ムレスの方がいてるっていうのは、 これは宿泊所に、 

あそこは資源が他にたくさんあるので、 簡易宿所に 

も打っていますので、 まぁ、そういうことでござい 

ます。要するに、国交省、住宅部門がですね、この 

社会保障の問題に、まぁわずかに手を出してきた、 

そこに、初めて出てきたんですね。 

問題はたぶん、 日本の社会保障とか、さまざまな 

こと、この社会保障を考えるときに、住宅っていう 

のが今までなかったんですね。欧米でも、韓国、お 

隣の韓国でも、 香港でも台湾でもですね、台湾はち 

ょっと違うんですけれどもやっぱり、 住宅ってもの 

を一緒に考えてこそ福祉やってとこがあって、 日本 

はやはり、 施設福祉っていうのが極めて高度に進ん 

でしまったので、そこがすっぽり抜けて、地域とい 

う問題も福祉のなかから、抜けてしまう。で、わざ 

わざお膳立てして、 地域福祉計画を立てろっていう、 

なんか、あの、 バカみたいなことが起こっているか 

と思います。 

で、僕今も、地域福祉計画の策定に、和歌山県の 

新宮市で、 中山さんと一緒に関わってきましたけれ 

ども、ただ、驚いたのはやっぱり、介護保険や、障 

がい者の自立支援等とですね、 どうも地域の、 それ 

ぞれのおうちとかですね、 市街地、 あるいは都市の 

実態、地方都市がほんとに激動してるなっていう、 

すごく掘り起こしたんじゃないかなって、 いうよう 

にも感じました。あの、新宮市で、ほんとに感じた 

ことっていうのは、やはり今まで、家族、企業って 

ことにべったりと依存して、 それ以外のことをあん 

まり考える必要がなかった社会からですね、 だんだ 

んそれがひっぺ剥がされていくとですね、 どこが考 

えるのっていうと、地域だって。 

それに対して、今、例えば、障がい者の様々なデ 

イセンターとかですね、相談所っていうのができ、 

介護のケアマネ等々、 地域包括支援が動き出すとで 

すね、色んな掘り起こしが進んでて、今、地方都市 

でもですね、ほぼ同じような、 ホームレス現状に近 

い方が、色々と在宅のお年寄りとかですね、行き場 

のない方々、 あるいは退院後の方々ってのが、 もう、 

どんどんどんどん見つけられていくっていうすご 

い事態になった。どうもこれは、新しいステージに 

日本は踏み込んだんじゃないかなぁって、 というふ
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うに思っています。 

で、この新しいステージっていうのは、実は、欧 

米、あるいはお隣の韓国あたしは、すでに、入って 

るんですね。というのは、やっぱり社会的な市場っ 

ていうか、 社会的連帯、 あるいは社会的合同ですね。 

日本、これが家族や企業でずーっと、なんとか収ま 

ってきてたんですけども、 すっかり忘れた社会って 

いうのがですね、 今初めて登場してきてるんじゃな 

いかなぁって。で、たぶん、国民、GDP とか GNP 

に関して、 社会的に基金、とか寄付っていうことに 

関してですね、 これはやっぱり日本は考えていかな 

くちゃいかんのではないのかなぁと、あまりにも、 

そっちに回る金が少なすぎるっていうのが、 私の印 

象です。 

これ、ヨーロッパを持ち上げても仕方ないので、 

お隣の韓国っていうのは、生活保護費が日本の 3 

分の 1 ぐらいなので、 これに依拠するっていう発想 

は元々持てないところなんですね。で、 これはこれ 

で問題なんですけれども、 やっぱり、 そこに対して、 

社会的勤労で、 自活勤労っていうか、向こうは公共 

勤労って言うんですかね、 自活勤労、その色んなも 

のを、開発してですね、 なんとか公的資金も入れな 

がら、で、民間の様々な、まぁあそこは宗教が強い 

ですから、 支えますけれど、そういうひとたちが一 

緒になって、社会的就労、あるいは社会的市場をで 

すね、 開発していこうっていうふうな試みをしてい 

ます。たぶん、そういうとこにですね、日本は踏み 

込んで行く必要があるんじゃないかなぁと。 それを 

どういう政策で、今後表現していくかってことは、 

これは、もう中央政府だけやなくて、我々一緒に考 

えていく必要があるんじゃないかなぁと思ってい 

ます。 

で、 この社会的就労っていうのは、 なんかってい 

うと、たぶん、その就労現場っていうのは、正規雇 

用ではないと思います。それから、いわゆる、なん 

て言うんですかね、と、 まぁある意味で終身雇用も 

前提としない、 できないようなですね、 ものではな 

いかなと。主に、大阪では、ちょっと語弊がある表 

現ではあるんですけど、都市的雑業という部分を、 

いかに、 これは大阪独特の言葉で使われているんで 

すけれども、言い方を換えるとですね、あの、大阪 

で非常におもしろいなぁと思うのは、 府営公園の大 

部分が指定管理をなされて、 かつての人件費のです 

ね、 それがすべて、 半公的セクターが今まで持って 

たとこの、 半分以下ぐらいでやっていけるんですけ 

れども、これまさしく、ワークフェア、ワークシェ 

アみたいなところがあって、 で、 色んな方がですね、 

正規雇用、フルタイムで働けないけども、そこで、 

公園の色んな業務に携わりながら、やっていくと。 

で、それを誰が支援するかって言ったら、NPO 

が指定管理を取って、 そのひとの就労・生活支援を 

セットでやっていくよと。 だから、 もし朝来れなく 

なったとき、その就労支援の方が飛んで行く、 電話 

かけるとかいうシステムでつづいていく。 こういう 

居住支援と就労支援がセットになったようなです 

ね、 まぁ、公的サービスセクターっていうのが必要 

ではないのかなぁっていうふうに、 思っております。 

それから、社会福祉、介護でですね、今、逆にホ 

ームレス支援っていうのはですね、 生活保護しか担 

保にできないっていう運営をしているわけですよ 

ね。要するに、無償でやっていると。そこで、ま、 

ホームレス支援の大都市のとこは、介護・社会福祉 

分野に入り込んでですね、 そこでの、プロフィット 

というのをですね、 回していくっていうようなこと 

を今しております。たぶん、社会福祉法人にとって 

はこれは、 かなり、 既存の社会福祉法人にとったら 

ですね、すごい競争相手が出てきたっていうか、し 

かもですね、 色んなネットワークを持っていますの 

で、 たぶん、ここでいい競争関係ができるんじゃな 

いかなぁっていう期待を込めてですね、あの、 今後 

の、なんて言うんですか、今までは生活保護、福祉 

を考すぎなんですね。 もうちょっと、まちづくりと 

か都市再生っていうふうに、 幅を広げて考えていっ 

てほしいな、考ていきたいなと思っています。 その 

ためには、 国交省をどう動かすかっていうことです。 

で、最後に言うと、地方都市で、あの、さっき、 

垣田さんが、なんて言うんですかね、低所得者層の 

住む地域ってちょっとありましたが、 日本の地方都 

市ってものすごいフラットなんですね。あんまり、 

差がないんです。地域ごとの差がないので、大都市 

であれば、 比較的低収入の方が集中的に住む地域が 

あって、 僕はそこの都市再生にこういうホームレス 

支援を、 いわゆるインナーシティっていうとこです 

ね。 そういうとこに、ホームレス支援を入れること 

によって、 地域が再生できるっていうかたちにした 

い。

で、地方都市にとってはですね、あの、空き、コ 

ンパクトシティじゃないですけども、 余っている都 

心部や市街地にいっぱい社会資源があるのに、 空き 

家が出る、 誰も住むひとがいない、 地方でもどんど 

ん郊外化する、 ものすごい、無駄な都市構造を造っ 

ているので、 せめてこんなホームレス支援でですね、 

都市内の空き家を利用しながら、 いつでも支援に行 

けるよっていう、 アクセスビリティ高いとこでです 

ね、 支援していくっていう、市街地も再生できるよ 

と。で、当面生活保護で、それが、そこの地域にも
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還流するというようなかたちでですね、 考えていく 

っていうような、発想でですね、やっていきたいな 

ぁと。 

ただ、国交省のひとにこういうこと言っても、 あ 

んまピンとこないみたいなので、まぁ、僕は今、実 

験的には大阪の西成区、 あるいは東京のまぁ安江さ 

んじゃないけども、新宿、墨田、台東ってあたしで 

ですね、そういうパイロット事業で、ホームレス支 

援が地域再生につながるっていう、 そこで色んなひ 

とが鍛えられるっていうですね、 そんな世界を創っ 

てみたいなぁと。 

それが社会的市場で、 ちょっとヨーロッパ型にな 

るんじゃないかと、あるいは、 韓国が先に進んでま 

すから、韓国に、僕よく行ってるんです。非常にそ 

ういうとこ、はっきりと向こうは言います。今、民 

主党政権に代わったみたいに、 あそこ大統領代わっ 

たら、すぐ、やり方変ますから、これやろうって言 

ったら、すぐやっちゃうんですね。 まぁ今回もそう 

いう国家戦略室とかできてますけども、 ちょっとな 

んかそういうかたちで、あの、 ルートをちょっと変 

えてですね、 市街地再生とホームレス支援ぐらいで、 

ちょっといってみたいなぁと。 これ、なかなか元気 

出ませんから、あの、そういうことで、私まぁ、思 

っております。 ちょっと抽象的でございました、す 

みませんでした。 

久積： 

はい、ありがとうございました。最後、あの、時 

間も超過しておりますが、垣田さんから 2 分で、よ 

ろしくお願いします。 

垣田： 

はい、私が申し上げ、最後に申し上げたいのはひ 

とつです。 世の中で語られ、語られてきていること 

と、 それから現場で起こっているギャップっていう 

ものが、 こういうところでおっきいよねっていう話 

しを 2 つ、ああ、2 点、事例を挙げて。 

ひとつは、失業者が出てきたり、増えてきたり、 

ホームレスが増えてくると、 彼らの雇用先として介 

護とか農業はいつもワンパターンに出てきます。 去 

年、派遣村のときもそうでした。ただしかし、介護 

っていうのは、離職率がもう 19％に届く勢いです。 

もう入ったら、5 人入ったら、年間に 2 人辞めてい 

くっていうような職場です。低賃金で、非常勤、あ 

の、不安定雇用の多い職場です。あのー、そういう 

ところで、 なかなかそういう仕事に就いて安定した 

生活を送りにくい、ちょっと考えにくいと僕は、正 

直見てて思います。 

で、あと農業について、これは、僕やっぱり、専 

門的な仕事だと思っていて、そのう、米の生産者価 

格がこの間、ぐっと下がってきていて、 作ったら作 

っただけ赤字になっていく分野、 それはまぁ米です 

けれども、 そこに入っていかそうというような、よ 

くメディアとかテレビとか出ているタレントがよ 

く、 農業や介護やって言いますけども、 いやいやそ 

っち行ったって飯食えないよっていうところはち 

ゃんと見たほうがいいと思っています。これが、語 

られていることと、現場で起こること、 あるいは起 

こりそうなこととのギャップのひとつ目です。 

最後にふたつ目、あの、 語られていることってい 

うのは、国交省もそうですけど、やっぱり厚生労働 

省という、 やっぱり社会福祉っていうところは中核 

になるってことは、 改めて確認しておいたほうがい 

いと思うんです。それあっての、まちづくりとか地 

域再生の考え方をした場合には、 やっぱり社会福祉 

の領域でよく語られることって何かって言うと、 専 

門性って言うんですよね。 社会福祉の専門性とか固 

有性、社会福祉は何か、 社会福祉とは何かっていう 

ことを社会福祉の教員も語りたがるし、 現場のひと 

もよく語る。なんだけれども、 実際に色んなセイフ 

ティーネットとか福祉の制度がありながら、 そんな、 

高齢者福祉や児童福祉や障がい者福祉から漏れた 

問題、 全部路上に落ちてきてるじゃないですかって 

ことなんですよ。漏れ、で、ひとりも漏れないよう 

にしろとまでは言いません。言いませんけれど、困 

っているひとって、 家のなかとか施設のなかじゃな 

いってことぐらい、 君たちわかってくれないかぁっ 

てちょっと、あの、半分、感情的にも言いたいんで 

すね。 

子どもも路上で会うし、 大阪の中山先生がやった 

調査では 3 歳の子どもとか 9 歳の子どもなんかが、 

テントのなかにいたんですね。で、実際、さっき僕 

が言ったような、IQ41 の知的障がいの疑いのある 

方なんかもいる、80 歳のへろへろのじいちゃんも 

駅の前で会う、ようなことを、もう少し、僕やっぱ 

り、 感性だと思います。 社会福祉を専門的な仕事に 

しているひとの感性ってものが必要で、 そのときに、 

あの、彼らがよく言うのはですね、 市役所とケンカ 

をしたくないとか、 役所と協力関係を保ちたいって 

いうこと言うんですよ。でも、言うとき言わんと、 

ケンカするときケンカせんと、 あの、ケンカばっか 

りしててもだめだと思いますけど、やっぱりこれ、 

ひとの命とか人生関わっている問題なんで、 言うと 

きにはケンカするつもりで腰固めていかないとと 

いうふうなことを思ったりしています。 

まさに、生活困窮っていうのは、現場で起こって
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いるんだっていう、 どっかの映画のパクリみたいで 

すけれども、 現場ってのは出発点でっていうことは、 

やっぱり、 私は改めて、 強調させてもらいたいとい 

うふうに思いました。 

あの、 限られた時間で、 2 分、 守れたと思うんで。 

どうもありがとうございました。 

久積： 

ありがとうございました。不手際で、26 分、オ 

ーバーをしてしまいましたけど、 まぁ、 徳島の地で、 

様々な取り組みを今後もしていきたいというふう 

に思っておりますが、 ああ、冒頭に申し上げました 

ように、賀川豊彦献身 100 年の年でございます。彼 

の精神的な価値観は「友愛」でございます。 「万人 

はひとりのために、ひとりは万人のために」このこ 

とをしっかり胸に刻んで、 地域で一歩づつ活動を進 

めるということを最後のまとめにいたしまして、2 

部のパネルディスカッションを終わりたいと思い 

ます。どうも、ご協力ありがとうございました。
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